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明
善
・
観
我
・
野
同

|
|
明
末
に
お
け
る
桐
城
方
氏
の
家
皐
と
そ
の
纏
承
|
|

浦

秀

お四三二ーは

じ

め

に

方
向
学
漸
の
無
善
無
謀
批
判
と
桐
城
の
挙

常
主
な
き
善
の
究
明
と
方
大
鎮
の
大
濁

『
宗
一
聖
論
」
に
お
け
る
無
我
の
観
照

野
同
の
境
地
が
生
み
だ
し
た
思
想
遺
産

わ

り

に

は

じ

め

(
l
)
 

近
世
中
園
の
統
一
的
把
握
を
可
能
に
す
べ
く
、
明
清
雨
代
に
共
通
す
る
精
神
史
的
基
盤
の
存
在
を
洞
見
さ
れ
た
の
は
、
島
田
慶
次
氏
で
あ
る
。

氏
は
、
清
撃
の
精
華
で
あ
る
訓
詰
賓
誼
の
向
島
干
の
そ
の
捨
い
手
た
ち
が
経
書
の
権
威
に
も
「
客
観
的
」
に
立
ち
向
か
っ
た
主
瞳
的
精
神
態
度
を
、

317 

宋
代
以
降
の
皐
聞
に
一
貫
し
明
末
に
お
い
て
昂
揚
し
た
「
主
観
主
義
」
の
饗
容
と
捉
え
、
明
撃
す
な
わ
ち
陽
明
心
皐
の
そ
の
原
理
の
解
明
に
着

手
さ
れ
た
。
時
を
経
て
、
井
上
進
氏
は
島
田
氏
の
明
察
に
具
樫
性
を
付
輿
さ
れ
た
。
井
上
氏
に
よ
れ
ば
、
「
都
敬
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
明
末

(
2
)
 

経
撃
と
漢
撃
の
聞
に
は
、
特
に
そ
の
根
本
的
心
情
に
つ
い
て
、
確
か
に
連
績
が
認
め
ら
れ
る
」
o

そ
し
て
氏
は
、
都
敬
や
清
代
の
漢
撃
者
の

「
自
信
」
は
、
王
墜
す
な
わ
ち
陽
明
皐
の
皐
徒
に
お
け
る
心
の
完
全
性
へ
の
確
信
と
差
遣
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
論
を
掻
げ
、
王
事
に
よ

十
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る
内
面
の
完
全
性
へ
の
保
置
を
前
提
と
す
る
か
ら
こ
そ
、
部
敬
は
外
的
知
識
の
探
究
に
力
を
注
ぎ
え
た
、
と
推
断
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で

『
四
庫
提
要
』
巻
一
一
九
は
、
明
末
山
宗
一
願
期
に
「
帽
起
」
し
た
人
士
と
し
て
方
以
智
を
評
慣
す
る
。
そ
の
編
著
『
通
雅
』
が
示
す

「
考
擦
の
精
核
」
さ
を
も
っ
て
、

か
れ
を
顧
炎
武
や
聞
若
球
ら
の
先
艇
に
据
え
る
の
で
あ
る
。
方
以
智
に
は
自
然
科
撃
者
や
宗
教
思
想
家
と
し

て
の
側
面
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
脇
に
置
く
。
こ
こ
で
は
康
照
五
(
一
ム
ハ
六
六
)
年
に
『
通
雅
」
を
刊
行
し
た
挑
丈
撃
に
よ
る
、
同
書
凡
例
の
一

の
考
諸
に
は
「
家
随
一
ご
と
い
う
根
抵
が
あ
る
と
す
る
丈
服
に
お
い
て
、
ま
ず
方
以
智
の
曾
祖
父
で
あ
る

方
向
学
漸
の
名
を
奉
げ
る
。
つ
い
で
祖
父
の
方
大
鎮
を
、
そ
し
て
「
外
大
父
」
す
な
わ
ち
方
以
智
の
父
の
岳
父
で
あ
る
呉
麿
賓
を
紹
介
し
た
の
ち
、

父
方
孔
侶
や
そ
の
師
友
に
及
ぶ
。
こ
の
う
ち
始
め
の
三
人
は
、
順
に
明
善
、
野
同
、
観
我
を
そ
の
隼
稽
も
し
く
は
白
競
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
呼

稽
に
は
、
各
人
の
信
僚
や
思
想
的
畳
悟
が
託
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
如
上
三
名
の
思
想
に
封
す
る
分
析
を
主
に
お
こ
な
い
、
そ
の
聞
の
連
績

性
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
方
孔
招
に
い
た
る
ま
で
の
桐
城
方
氏
家
的
晶
子
の
沿
革
と
そ
の
論
理
を
追
跡
す
る
わ
け
で
あ
る
。

段
を
借
用
す
る
。
凡
例
は
、
『
通
雅
』

一
般
に
家
撃
と
い

う
向
学
問
形
態
に
は
、
自
己
保
存
的
な
規
制
力
が
件
、
っ
。
そ
う
し
た
拘
束
性
を
、
明
末
に
お
け
る
方
氏
家
撃
の
継
承
者
た
ち
は
肯
定
的
に
活
用
し

た
。
か
つ
ま
た
、
個
々
に
直
面
し
た
思
想
的
課
題
に
庭
じ
な
が
ら
、
そ
の
成
果
を
家
撃
に
還
元
さ
せ
た
。
方
以
智
に
針
す
る
方
孔
招
の
影
響
力

(
3
)
 

に
闘
し
て
は
、
緩
説
す
る
ま
で
も
な
い
。
要
す
る
に
、
陽
明
撃
者
と
し
て
知
ら
れ
る
方
皐
漸
以
降
、
方
氏
家
撃
の
停
統
は
一
定
の
方
向
性
を
具

そ
こ
に
な
ん
ら
か
の
一
般
的
仮
説
を
組
み
立
て
る
作
業
が
意
味
を
持
つ
な
ら
ば
、

(
4
)
 

方
氏
家
撃
の
展
開
を
た
ど
る
管
矯
に
も
多
少
の
慣
値
が
あ
る
と
思
量
す
る
。

え
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
。
明
清
雨
問
問
干
の
断
績
を
検
誼
し
、

方
皐
漸
の
無
善
無
悪
批
判
と
桐
城
の
皐

王
畿
(
龍
渓
)
と
銭
徳
洪
(
緒
山
)
、

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
王
守
仁
(
陽
明
)
の
高
弟
で
あ
る
。
ふ
た
り
は
師
の
数
説
に
閲
し
て
異
な
っ
た
理
解
を

抱
い
て
い
た
。
嘉
靖
六
(
一
五
二
七
)
年
九
月
、

か
れ
ら
は
そ
の
理
解
の
い
ず
れ
が
安
雷
で
あ
る
か
を
師
に
質
し
た
。
師
説
と
は
い
わ
ゆ
る
四

句
教
で
あ
る
。
陽
明
は
、
心
の
本
質
を
「
無
善
無
悪
」
と
把
握
し
た
う
え
で
、
善
や
悪
の
現
前
は
心
の
護
動
賦
態
で
あ
る
意
に
お
い
て
で
あ
り
、
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善
悪
を
判
断
す
る
の
が
致
知
、
差
口
を
賓
現
し
悪
を
除
去
す
る
の
が
格
物
の
賓
践
で
あ
る
、
と
説
い
た
。
緒
山
は
四
句
教
を
皐
聞
の
大
原
則
と
捉

え
た
。

一
方
龍
渓
は
、
そ
れ
を
究
極
的
な
も
の
と
は
考
え
な
か
っ
た
(
惇
習
録
巻
下
第
一

一
五
侠
)
。
問
答
の
舞
蓋
は
紹
興
の
天
泉
橋
上
で
あ
る
。

陽
明
は
贋
西
の
思
恩
・
田
州
に
出
征
す
る
間
際
に
あ
っ
た
。
封
話
の
場
所
に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
た
こ
の
天
泉
橋
問
答
は
、
以
降
、
人
聞
の
本

(
5
)
 

来
態
と
現
責
態
と
の
捉
え
方
に
闘
す
る
認
識
の
恰
好
の
試
験
紙
と
な
っ
た
。
四
句
殺
を
主
題
と
す
る
明
末
人
士
の
活
溌
な
議
論
は
、
荒
木
見
悟

氏
が
、
鋭
利
な
分
析
を
交
え
つ
つ
解
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
方
挙
漸
は
、
壮
年
の
一
時
期
「
天
泉
の
惑
う
所
と
矯
」
っ
た
が
、
五
十
八

ょ
う
や

(
6
)

歳
に
い
た
り
、
龍
渓
に
よ
る
解
稗
の
誤
り
を
「
始
く
畳
」
っ
た
人
物
と
し
て
、
そ
の
随
一
干
説
と
と
も
に
略
述
さ
れ
る
。

(
7
)
 

方
向
学
漸
、
字
は
達
卿
、
競
は
本
巷
。
門
人
た
ち
は
明
善
先
生
と
尊
ん
だ
。
嘉
靖
十
九
(
一
五
四
O
)
年
、
安
慶
府
撃
の
皐
生
で
あ
っ
た
方
一
枇

(
字
子
受
)
の
第
二
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
方
向
学
漸
も
ま
た
嘉
靖
四
十
五
(
一
五
六
六
)
年
に
府
民
干
の
向
学
生
と
な
る
が
、
郷
試
に
は
下
第
を
績
け
、

「
諸
生
の
祭
酒
と
矯
る
こ
と
二
十
徐
年
」
で
あ
っ
た
と
い
う
(
顧
憲
成
「
心
皐
宗
序
」
、
後
述
)
。
高
暦
二
十
一

(
一
五
九
三
)
年
、
廷
試
受
験
の
た

め
に
上
京
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
降
は
仕
唯
一
の
念
を
拾
て
、
議
問
晶
子
と
著
述
の
晩
年
を
迭
っ
た
。
右
に
奉
げ
た
覚
醒
瞳
験
は
、
か
れ
が
講
亭
に

(
日
)

専
念
し
始
め
て
聞
も
な
い
高
暦
二
十
五
(
一
五
九
七
)
年
の
出
来
事
で
あ
る
。
で
は
、
龍
渓
に
よ
る
四
句
数
解
穫
す
な
わ
ち
回
無
説
に
封
し
て
、

方
皐
漸
は
そ
の
如
何
な
る
賠
に
過
誤
を
見
い
だ
し
た
の
か
。
高
暦
二
十
八
(
一
六
O
O
)
年
、
か
れ
は

『
庸
三
日
』
(
束
洋
文
庫
古
紙
、
桐
城
方
氏
七
代

遺
書
所
収
)
と
題
す
る
小
論
文
集
を
ま
と
め
る
。
『
庸
ニ
コ
口
」
所
収
の
諸
篇
を
手
掛
か
り
に
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
。

龍
漢
が
四
句
殺
を
陽
明
の
究
極
的
数
説
で
は
な
い
と
断
じ
た
の
は
、
心
が
無
善
無
悪
の
心
で
あ
る
な
ら
ば
、
意
・
知
・
物
も
み
な
無
善
無
悪

の
意
・
知
・
物
に
相
遣
な
い
と
捉
え
た
か
ら
で
あ
る
。
無
善
無
悪
の
責
践
主
瞳
は
、
善
悪
に
封
す
る
既
成
の
判
断
か
ら
全
面
的
に
自
由
で
あ
る
。

ゆ
え
に
賓
践
主
瞳
の
外
部
に
か
れ
が
依
存
す
べ
き
規
範
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
脳
裏
に
記
憶
さ
れ
た
過
去
も
ま
た
、
現
在
の
自
分
自
身
に
と
っ
て

は
準
則
た
り
え
な
い
。
他
方
、
音
山
念
に
お
け
る
善
悪
の
分
別
と
か
善
の
賓
現
に
む
け
て
の
修
養
と
い
っ
た
思
考
は
、
判
断
基
準
と
な
る
慣
値
観

(
9
)
 

を
前
提
的
に
想
定
す
る
。
龍
渓
は
、
こ
の
思
考
に
無
差
口
無
悪
説
か
ら
の
後
退
を
看
取
し
、
師
の
印
可
は
白
説
に
の
み
輿
え
ら
れ
た
と
理
解
し
た
。

319 

こ
れ
に
封
し
て
緒
山
は
、
陽
明
は
銭
王
ふ
た
り
の
弟
子
の
解
鐸
を
と
も
に
認
め
た
と
す
る
。
龍
渓
説
は
資
質
の
優
れ
た
利
根
の
人
聞
に
閲
す
る
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見
解
で
あ
り
、
緒
山
の
捉
え
方
は
一
般
人
向
け
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
泉
橋
問
答
に
閲
し
て
、
方
皐
漸
は
、
龍
渓
側
の
記
録
で
あ
る
「
天
泉

誼
這
紀
」
(
玉
龍
渓
全
集
を
一
)
と
緒
山
の
手
に
成
る

『
惇
習
録
』
下
巻
の
一
節
お
よ
び
陽
明
の

『
年
譜
」
、
と
い
う
基
本
丈
献
に
目
を
通
し
て

い
る
。
そ
の
う
え
で
か
れ
は
、
陽
明
の
「
無
善
無
悪
」
護
言
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
一
時
の
方
便
に
す
、
ぎ
ず
、
問
答
の
終
盤
に
お
い
て
陽
明
は
龍

渓
を
た
し
な
め
た
と
捉
え
る
。
あ
く
ま
で
も
「
心
の
瞳
は
一
善
」
な
の
で
あ
る
(
庸
一
言
「
讃
天
泉
誼
道
記
」
)

0

陽
明
が
心
の
本
瞳
を
「
無
善
無
悪
」
と
規
定
し
た
こ
と
は
事
賓
な
の
か
。
陽
明
門
下
に
お
い
で
す
ら
、
そ
れ
を
疑
問
覗
す
る
人
士
が
存
在
し

(
凶
)

た
。
他
方
、
こ
の
規
定
そ
れ
白
躍
は
隼
重
し
つ
つ
、
四
無
説
と
は
一
線
を
書
一
す
解
穫
も
、
い
く
つ
か
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
方
向
学
漸
は
、
そ
れ

ら
を
禰
縫
と
見
な
し
て
一
蹴
す
る
。
心
が
護
動
す
る
前
の
朕
態
に
お
い
て
個
別
の
知
覚
は
ま
だ
あ
ら
わ
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
こ
に
は
善
も
悪

も
存
在
し
な
い
、
と
の
解
穆
が
あ
る
。
封
し
て
方
撃
漸
は
、
こ
の
「
空
空
洞
洞
」
の
朕
態
に
悪
の
な
い
こ
と
が
、
た
だ
ち
に
善
だ
と
磨
酬
す
る
。

心
に
善
が
有
る
と
見
た
場
合
そ
れ
に
執
着
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
「
無
善
」
と
稽
し
て
執
着
を
な
く
さ
せ
る
方
が
よ
い
と
の
解
稗
も
あ
る
。

こ
れ
に
封
し
て
は
、
善
と
は
そ
も
そ
も
一
定
の
様
相
や
範
園
あ
る
い
は
名
稀
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
善
が
現
前
し
た
段
階
で
す
で
に
執
着
か

ら
は
克
れ
て
い
る
と
反
論
す
る
。
善
の
こ
う
し
た
無
限
定
性
を
「
空
洞
」
と
稽
し
た
わ
け
で
あ
る
。
善
の
具
瞳
相
は
無
限
に
想
定
さ
れ
る
の
だ

が
、
か
れ
は
そ
れ
ら
を
複
層
的
に
例
示
す
る
。
「
小
さ
な
も
の
と
し
て
は
一
諮
行
や
一
嘉
言
が
善
で
あ
る
。
大
き
な
も
の
と
し
て
は
五
常
百
行

の
根
本
、
天
地
高
物
の
中
枢
も
善
で
あ
る
。
(
他
者
を
)
教
化
し
て
聖
と
な
り
紳
と
な
り
(
孟
子
蓋
心
下
篇
)
、
す
べ
て
の
善
を
晶
兼
ね
備
え
つ
つ
も

名
聾
を
立
て
な
い
(
論
語
子
竿
篇
)
あ
り
方
も
善
で
あ
る
」
o

さ
て
、
(
貫
践
主
腿
胞
が
意
識
的
に
善
を
お
こ
な
っ
た
場
合
、
そ
の
善
に
は
作
矯
性
が

ま
と
い
つ
く
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
至
善
は
「
無
意
無
必
」
の
吠
態
で
貰
現
さ
れ
る
は
ず
だ
か
ら
、
心
の
本
睦
は
「
無
差
口
」
だ
と

す
る
解
緯
が
導
か
れ
る
。
方
向
晶
子
漸
は
こ
の
解
稗
の
前
提
候
件
に
は
賛
成
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
「
無
意
の
善
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
「
無
差
口
」

と
規
定
す
る
の
は
、
逆
に
「
無
差
口
」
で
あ
ろ
う
と
す
る
意
識
へ
の
執
着
だ
と
反
論
す
る
(
以
上
、
善
論
中
)
。
要
す
る
に
「
一
理
に
主
た
る
も
の
、

之
を
至
善
と
謂
う
」
(
善
論
下
)
。

宋
儒
の
定
理
論
に
は
人
聞
の
思
索
や
行
動
を
繋
縛
す
る
弊
害
が
あ
り
、
そ
の
克
服
を
企
圃
し
て
陽
明
は
致
良
知
説
を
唱
え
た
(
崇
賓
論
)
。
こ

十
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う
理
解
す
る
方
皐
漸
で
は
あ
る
が
、

一
方
で
善
を
理
と
し
て
捉
え
る
以
上
、
理
の
解
説
に
は
抑
揚
が
生
じ
よ
う
。
「
理
に
は
正
道
(
経
)
と
方

便
(
権
)
と
が
あ
る
。
正
し
く
と
も
拘
泥
し
て
し
ま
う
も
の
が
あ
る
。
偏
っ
て
い
て
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
」
(
明
倫
論
)
。
善
に
却
し
て
表
現

す
れ
ば
、
「
善
に
常
主
な
し
(
書
経
成
有
一
徳
篇
)
、
経
と
権
と
惟
れ
用
、
つ
」
(
誼
李
氏
蔵
書
)

0

理
は
ま
た
「
責
に
し
て
虚
な
る
が
若
」
き
も
の
で

つ
ま
り
、
理
は
人
聞
の
首
馬
と
し
て
確
賓
な
存
在
性
を
有
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
あ
り
方
は
「
自
然
」
で
あ
り
、
人
聞
の
恐
意

(
H
)
 

的
な
閥
輿
を
受
け
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
さ
に
「
至
善
の
妙
は
有
無
に
落
ち
ず
」
で
あ
る
(
普
論
下
)
。
こ
う
し
た
理
を
賓
現
す
る
う
え
で

あ
る
。

「
成
心
」
す
な
わ
ち
前
提
さ
れ
た
慣
値
判
断
に
寄
り
す
が
っ
て
は
な
ら
な
い
(
虚
無
論
)
o

有
無
虚
賓
と
い
っ
た
相
釘
認
識
を
超
越
し
た
絶
釘
の

境
地
に
こ
そ
、
善
と
し
て
の
理
が
額
現
す
る
の
で
あ
る
。
方
皐
漸
は
、
「
成
心
」
の
最
た
る
も
の
が
無
善
へ
の
執
着
だ
と
見
る
。
無
善
無
悪
説

は
そ
う
し
た
執
心
を
人
ぴ
と
に
扶
植
す
る
謬
論
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
執
着
が
、
「
是
非
に
定
衡
な
き
」
相
封
主
義
的
な
思
考
に
連
鎖
し
、

世
の
中
に
お
い
て
「
慎
み
深
い
修
養
も
善
と
名
づ
け
ら
れ
ず
、
勝
手
気
ま
ま
な
行
動
も
悪
と
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
」
(
善
論
下
)

0

こ
う
し
た
批
判
は
、
か
れ
が
見
聞
し
た
桐
城
人
士
の
賓
態
を
多
少
な
り
と
も
反
映
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
嘉
靖
後
竿
以
降
に
お
け
る
桐
城
の
皐

問
情
況
に
日
を
轄
じ
る
と
し
た
い
。
五
十
八
歳
の
方
皐
漸
に
よ
る
遅
い
畳
醒
と
桐
城
の
撃
的
傾
向
と
の
聞
に
は
閥
連
性
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

か
れ
の
編
著
で
あ
る
『
週
訓
」
(
二
十
巻
、
四
庫
存
目
叢
書
子
部
所
牧
)
の
巻
三
「
師
範
」
に
よ
れ
ば
、
桐
城
講
皐
の
端
緒
は
何
唐
が
作
っ
た
。
正

徳
十
六
(
一
五
二
一
)
年
の
進
士
で
あ
る
何
唐
(
字
宗
完
、
競
省
融
制
)
は
、
嘉
靖
三
十
三
三
五
五
四
)
年
よ
り
以
前
に
四
十
一
歳
で
死
去
し
て
い

(ロ)

る
。
そ
の
門
下
に
は
、
「
一
時
の
名
士
」
で
あ
る
趨
鋭
・
彰
賓
・
張
要
・
江
鯨
ら
が
集
っ
た
。
何
唐
の
教
事
方
法
に
閲
し
て
は
、
嘉
靖
三
十
三

年
撰
『
安
慶
府
志
』
巻
一
一
十
「
仕
籍
停
」
に
、
「
稽
古
明
道
、
立
法
善
俗
」
を
そ
の
先
決
事
項
と
し
た
と
記
さ
れ
る
。
か
れ
ら
一
門
は
、
自
己

に
内
在
す
る
本
性
の
聞
一
不
と
他
者
の
是
主
旦
導
と
に
務
め
た
。
要
す
る
に
「
聖
人
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
嘉
靖
中
期
の
桐
城
人
士
は
、
張
緒

(
披
甑
山
)
な
る
陽
明
皐
者
の
影
響
も
受
け
て
い
た
。
湖
北
漠
川
の
張
緒
は
、
嘉
靖
二
十
(
一
五
四
一
)
年
の
進
士
登
第
直
後
、
陽
明
の
高
弟
で

321 

あ
り
、
回
無
説
に
は
反
封
し
た
都
{
寸
盆
(
披
東
廓
)
か
ら
「
良
知
の
宗
旨
」
を
聞
き
、
程
な
く
桐
城
牒
撃
の
救
論
に
就
い
た
(
献
徴
録
巻
九
十
八
、

ひ

と

た

沈
鉄
撰
「
墓
表
」
)

O

『
週
訓
」
は
、
張
緒
の
人
物
を
「
孤
り
濁
詣
を
標
て
て
、
流
俗
に
伍
せ
ず
」
(
巻
四
「
正
直
」
)
と
捉
え
、
教
育
に
閲
し
て
は
、

十
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(
日
)

「
大
い
に
玄
風
を
暢
ぶ
れ
ば
、
諸
生
、
翁
然
と
し
て
向
慕
せ
り
」
(
巻
三
「
師
範
」
)
と
記
録
し
た
。
嘉
靖
中
期
以
降
の
桐
城
に
は
、
遁
問
A

干
の
精

神
に
共
鳴
す
る
子
弟
が
少
な
か
ら
ず
誕
生
し
た
。
た
だ
し
、
か
れ
ら
に
針
す
る
龍
渓
四
無
説
の
影
響
は
皆
無
に
近
か
っ
た
と
推
察
す
る
。

(
日
)

何
唐
に
心
酔
し
た
趨
鋭
は
、
少
年
方
向
晶
子
漸
の
才
能
を
見
込
ん
で
そ
の
娘
を
嫁
が
せ
た
。
超
鋭
は
ま
た
、
盛
汝
謙
な
る
桐
城
の
郷
紳
と
も
皐
問

的
な
交
流
を
持
っ
た
(
適
訓
巻
士
一
「
倹
約
」
)

0

そ
の
盛
汝
謙
の
「
中
表
弟
兄
」
で
あ
り
、
超
鋭
の
い
と
こ
で
も
あ
る
人
物
に
誼
討
が
い
る
。
か

れ
の
長
子
で
あ
る
鴻
賜
は
盛
汝
謙
の
娘
を
妻
と
し
た
。
そ
し
て
趨
鴻
賜
は
、
方
皐
漸
の
嫡
男
で
あ
る
方
大
鋸
に
そ
の
娘
を
安
ら
せ
た
。
嘉
靖
か

(

日

)

(

市

)

ら
高
暦
に
い
た
る
時
期
の
桐
城
の
知
識
人
集
圏
は
、
濃
密
な
姻
戚
関
係
に
よ
っ
て
も
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
中
心
的
位
置
に
、
超
拭
・

鴻
賜
親
子
が
い
た
。

超
鴻
賜
、
字
は
承
玄
は
、
嘉
靖
十
四
(
一
五
三
五
)
年
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
嘉
靖
隆
慶
の
際
に
太
皐
生
と
な
る
が
、
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
桐

(
町
)

城
で
過
ご
し
た
。
高
暦
三
十
六
三
六
O
八
)
年
、
享
年
七
十
四
で
浸
し
た
。
か
れ
に
は
『
無
甚
高
論
」
(
存
日
叢
書
子
部
所
収
)
と
題
す
る
論
著

(
日
目
)

が
あ
る
。
高
暦
三
十
三
六
O
二
)
年
二
月
の
白
序
を
附
す
書
物
で
あ
る
。
そ
の
巻
首
或
聞
の
第
二
則
は
、
昨
今
の
向
学
ぶ
者
を
批
判
し
て
「
虚

寂
を
悪
い
て
賓
践
を
喜
ぶ
」
と
言
、
っ
。
「
虚
寂
」
と
は
「
善
も
不
善
も
沈
み
込
ん
で
痕
跡
す
ら
残
さ
な
い
」
絶
封
自
由
の
本
性
を
意
味
す
る
。

か
れ
は
そ
れ
を
「
霊
瞳
」
と
も
呼
ぶ
。
こ
の
霊
腿
胞
を
信
じ
切
り
、

一
切
の
外
的
「
名
義
」
に
ま
と
い
つ
か
れ
な
い
賓
存
朕
態
を
、

か
れ
は
賓
践

そ
の
も
の
と
捉
え
る
。
「
慮
寂
と
賓
践
と
、
是
れ
一
に
し
て
是
れ
二
な
ら
ざ
る
」
わ
け
だ
が
、
島
ナ
ぶ
者
は
そ
れ
を
理
解
し
な
い
、
と
か
れ
は
慨

嘆
し
た
。
「
聖
神
」
の
名
を
尊
崇
し
て
そ
こ
に
至
ろ
う
と
す
る
賓
践
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
自
身
の
現
状
を
卑
下
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
。

そ
れ
で
は
本
末
顛
倒
で
あ
り
、
「
自
由
の
分
」
が
な
い
(
同
前
、
お
よ
び
巻
二
/
六
裏
)
o

か
れ
自
身
、
既
成
の
善
観
念
に
寄
り
す
が
っ
た
た
め
に
、

修
養
に
支
障
を
き
た
し
た
瞳
験
も
経
て
い
た
(
巻
一
/
三
五
表
)
。
自
身
の
霊
瞳
に
す
べ
て
を
委
ね
る
こ
と
で
、
他
者
に
封
す
る
恋
意
的
な
働
き

か
け
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
天
地
高
物
は
お
の
ず
か
ら
天
地
高
物
た
り
う
る
、
と
語
り
も
す
る
(
或
問
第
二
則
)
。
こ
う
し
た
思
想
は
無
善

(
同
)

無
悪
説
に
封
し
て
親
和
的
で
あ
る
。
賓
際
か
れ
は
、
龍
渓
も
ま
た
陽
明
の
数
読
を
受
け
継
ぐ
一
人
だ
と
見
る
の
で
あ
る
。

高
暦
前
中
十
の
桐
城
に
聞
か
れ
た
趨
鴻
賜
の
講
皐
舎
に
は
、
江
南
や
江
西
の
人
士
も
参
加
し
た
。
か
れ
は
、
父
親
の
宜
秘
洞
舎
を
引
き
嗣
ぎ
、

十
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阻
巷
舎
を
結
成
運
告
し
た
。
そ
の
現
状
認
識
は
、
桐
城
人
士
の
幾
ば
く
か
が
、
既
成
の
慣
値
観
に
随
順
す
る
思
想
傾
向
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を

示
唆
し
よ
う
。
か
れ
ら
生
員
面
目
な
賓
践
者
に
封
し
、
趨
鴻
賜
は
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
た
。
自
分
自
身
に
封
し
て
員
卒
で
あ
れ
、
と
の
か
れ
の
主

張
は
人
び
と
に
受
容
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
受
容
者
の
中
に
は
か
れ
の
意
園
を
曲
解
す
る
人
士
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。
講
舎
は
十
二
僚
の
「
戒

約
」
を
定
め
て
い
た
。
方
大
鎮
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
他
者
へ
の
誹
詩
中
傷
、
不
骨
固
な
自
己
額
示
、
嫉
妬
や
追
従
、
事
大
主
義
、
賭
博

や
荒
淫
な
ど
を
戒
め
る
候
文
が
並
ぶ
(
荷
薪
義
巻
七
「
霧
津
軒
誠
」
)
。
講
舎
の
参
加
者
に
も
不
退
の
輩
が
含
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
つ
と
に
趨

お
そ

鴻
賜
の
父
親
も
、
「
一
二
の
妄
人
」
が
議
撃
に
か
こ
つ
け
て
「
天
を
伯
れ
ず
、
法
を
伯
れ
ず
、
聖
賢
を
伯
れ
ず
」
、
郡
邑
に
害
毒
を
流
し
て
い
る
、

と
憤
っ
て
い
た
(
無
関
堂
稿
巻
十

「
輿
顔
山
農
書
」
)
。
し
か
し
、
覚
醒
後
の
方
向
学
漸
に
と
っ
て
は
、
超
鴻
賜
流
の
向
学
問
こ
そ
が
秩
序
顛
倒
の
元

兇
で
あ
っ
た
。
か
れ
が
誼
鴻
賜
を
名
指
し
で
批
判
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
昨
今
、
悌
教
が
天
下
に
掻
が
り
、
高
明
の
人
士
は
空
談
を
喜
ん
で

平
凡
な
徳
行
を
蔑
ろ
に
し
て
い
る
。
民
衆
に
は
僅
か
な
食
糧
も
供
せ
ら
れ
ず
、
粟
を
門
前
で
争
う
ほ
ど
で
あ
る
の
に
、
か
え
っ
て
僧
侶
に
飯
を

食
ら
わ
せ
、
堂
下
に
拝
謁
し
て
い
る
」
(
庸
ニ
一
日
「
明
倫
論
」
)
0

ま
た
、
人
び
と
は
「
布
施
や
度
済
で
名
を
奉
げ
な
が
ら
、
親
に
封
す
る
柔
ら
か
な

食
事
は
出
し
惜
し
み
、
千
里
を
遠
し
と
し
な
い
で
交
歓
す
る
の
に
、
そ
の
膝
元
に
は
穫
や
か
な
顔
色
の
者
が
い
な
い
」
(
遜
訓
巻
一

(
却
)

高
暦
十
七
(
一
五
八
九
)
年
、
桐
城
は
大
飢
謹
に
み
ま
わ
れ
た
。
路
上
に
は
屍
樫
が
折
り
重
な
っ
た
。
高
暦
十
八
年
に
二
利
し
か
な
か
っ
た
牒

「
孝
思
」
)
0

内
の
寺
院
が
、
四
十
三
年
に
は
三
十
あ
ま
り
に
ま
で
増
え
た
(
荷
薪
義
巻
八
「
中
元
備
事
」
)

0(
幻
)

嘉
靖
末
年
以
降
、
桐
城
は
経
済
的
に
安
定
し
た
情
況
を
責
現
さ
せ
て
い
た
と
推
測
す
る
。
高
暦
三
(
一
五
七
五
)
年
に
桐
城
の
知
牒
と
な
っ

(
幻
)

た
陳
子
階
は
、
そ
の
蓄
積
を
踏
ま
え
、
一
給
紳
の
盛
汝
謙
や
呉
一
介
ら
と
と
も
に
城
壁
を
造
昔
し
た
。
各
地
の
人
士
と
の
皐
術
交
流
も
盛
ん
に
お

こ
な
わ
れ
た
。
趨
鴻
賜
の
議
皐
舎
は
そ
の
重
要
援
酷
で
あ
っ
た
。
人
び
と
は
興
隆
す
る
気
運
に
乗
り
、
そ
の
精
神
を
昂
揚
さ
せ
て
い
た
だ
ろ
う
。

超
鴻
賜
の
「
霊
瞳
」
説
は
、
か
れ
ら
に
釘
し
て
、
世
舎
の
指
導
者
た
る
べ
き
自
信
を
鼓
吹
し
た
と
見
な
せ
る
。
そ
し
て
新
た
な
慣
値
判
断
が
、

各
人
各
様
に
産
出
さ
れ
た
。
方
民
子
漸
に
あ
っ
て
も
、
人
び
と
の
白
信
に
は
好
意
的
で
あ
っ
た
と
思
う
。
か
れ
が
善
な
い
し
理
の
無
限
定
性
を
説

323 

い
た
の
は
、
愛
貌
す
る
祉
舎
に
適
麿
し
た
秩
序
を
、
か
れ
も
ま
た
模
索
し
て
い
た
こ
と
の
反
映
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
高
暦
十
七
年
の
機
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謹
は
、
か
れ
に
そ
の
足
元
を
顧
み
さ
せ
る
一
大
契
機
と
な
っ
た
。
牒
民
の
困
窮
は
お
ろ
か
、
家
族
の
疲
弊
に
す
ら
痛
摩
を
感
じ
な
い
一
群
が
存

在
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
隼
大
な
自
我
が
、
相
針
主
義
的
思
考
の
蔓
延
と
と
も
に
容
認
さ
れ
だ
し
た
。
桐
城
一
世
舎
は
求
心
力
を
喪
失
し
つ
つ

あ
る
。
か
か
る
危
機
意
識
の
尖
鋭
化
と
と
も
に
、
か
れ
は
且
覚
醒
し
た
。

常
主
な
き
善
の
究
明
と
方
大
鎮
の
大
濁

『
庸
三
口
』

の
執
筆
に
先
立
ち
、
方
皐
漸
は
、
桐
城
の
人
士
に
の
み
取
材
し
た
「
孝
節
惇
」

で
あ
る

『
桐
葬
』
(
一
一
一
巻
、
存
目
叢
書
史
部
所
牧
)

を
編
纂
し
た
。
一
世
曾
秩
序
を
再
建
す
る
作
業
の
一
環
と
し
て
、
善
を
瞳
現
し
た
具
瞳
的
事
例
の
提
示
に
思
い
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
事
例

は
事
例
で
し
か
な
い
。
葬
倫
は
「
遁
」
に
融
合
さ
れ
る
こ
と
で
、
個
別
の
限
定
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
「
世
の
中
を
導
く
に
は
葬
倫
を
説
く
の
が

(
お
)

一
番
だ
が
、
葬
倫
の
充
賓
に
は
皐
聞
が
一
番
だ
」
(
白
引
)
。
か
れ
は
、
倫
理
的
模
範
の
提
示
を
績
け
る
一
方
、
秩
序
維
持
の
主
瞳
者
で
あ
る
べ

き
士
大
夫
に
封
し
て
は
、
善
も
し
く
は
理
の
無
限
定
性
を
白
畳
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
成
果
が
、
高
暦
三
十
二
こ
六
O
四
)
年
春
に
完
成

し
た

『
心
亭
宗
」
(
四
巻
、
存
目
叢
書
子
部
所
牧
)
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
書
舜
以
下
、

五
十
四
名
に
の
ぼ
る
「
心
皐
」
者
の
謹
言
が
、

か
れ
の

按
語
と
と
も
に
牧
め
ら
れ
る
。
陽
明
以
降
の
儒
者
と
し
て
は
王
艮
(
心
斎
)
の
言
葉
が
少
し
く
採
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
按
語
は
、
理
の
存
在

を
前
提
と
し
つ
つ
、
そ
の
無
限
定
性
を
繰
り
返
し
説
く
。
た
と
え
ば
、
「
理
と
は
心
中
の
僚
理
、
天
理
を
存
す
る
は
、
心
を
求
む
る
の
要
法
な

り
。
天
理
に
定
在
な
し
。
惟
だ
其
れ
是
れ
の
み
」
(
巻
二
)
。
あ
る
い
は
、
「
理
に
定
在
な
し
。
歌
識
す
る
者
、
之
を
自
得
す
」
(
巻
四
)
o

か
か
る

理
観
念
を
強
調
す
る
貼
に
、
『
心
的
学
宗
」
の
主
眼
は
あ
っ
た
。

方
皐
漸
は
、
「
五
口
が
友
」
超
鴻
賜
に
こ
の
書
物
を
示
し
た
。
そ
し
て
相
手
は
、
「
民
子
を
今
日
に
論
ず
れ
ば
、
必
ず
や
宗
を
明
ら
か
に
せ
ん
」
と

(
叫
)

返
答
し
た
(
自
序
)
。
「
宗
」
の
一
字
は
、
こ
の
時
期
、
江
南
の
知
識
人
が
自
身
の
肇
問
的
立
場
を
語
る
際
に
頻
用
し
た
概
念
で
あ
る
。
回
無
説

に
釘
し
て
肯
定
的
な
周
如
登
(
海
門
)
の

『
聖
向
学
宗
惇
』
は
、
高
暦
三
十
三
(
一
六
O
五
)
年
に
編
集
が
完
了
し
、
同
じ
く
『
王
門
宗
旨
」
は
一
一
一

十
七
三
六
O
九
)
年
に
白
序
が
書
か
れ
て
い
る
。
『
心
皐
宗
」
は
、
三
十
四
年
に
ま
ず
豊
城
鯨
令
の
陸
典
が
刊
行
し
、
三
十
六
年
に
は
宜
興
牒

十
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令
の
聡
致
知
が
重
刊
を
請
け
負
っ
た
。
重
刊
本
に
は
顧
憲
成
や
史
孟
麟
と
い
っ
た
東
林
抵
人
士
が
序
文
を
寄
せ
、
方
向
学
漸
の
無
差
口
無
悪
説
批
判

に
同
調
し
た
。
「
心
肇
宗
」
を
江
南
人
士
に
紹
介
し
た
の
は
、
品
何
回
時
呉
郡
に
赴
任
し
て
い
た
方
大
鎮
で
あ
る
。
そ
し
て
方
大
鎖
は
、
方
氏
の
家

周
子
を
継
承
す
る
人
物
と
し
て
認
知
さ
れ
た
。
方
皐
漸
が
開
設
し
た
桐
川
曾
館
に
は
呉
郡
や
新
安
の
同
学
者
が
来
訪
し
、
か
れ
も
各
地
の
講
舎
に
出

(
お
)

向
い
た
。
方
皐
漸
は
晩
年
に
い
た
り
そ
の
思
想
を
磨
く
機
舎
を
得
た
。
七
十
二
僚
の
短
丈
か
ら
成
る
自
選
語
録
の

『
性
善
緯
』
(
方
氏
遺
書
所

牧
)
に
は
、
そ
う
し
た
研
鑓
の
成
果
が
載
る
。
無
善
無
悪
説
あ
る
い
は
悌
教
へ
の
批
判
に
加
え
て
善
の
合
意
が
改
め
て
問
わ
れ
る
賄
に
、
島
ナ
漸

思
想
の
展
開
が
う
か
が
え
る
。

善
に
は
特
定
の
様
態
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
認
識
は
、
善
に
閲
す
る
い
わ
ば
原
別
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
原
則
は
ど
の
よ
う
な
具
躍
的

細
目
を
備
え
る
の
か
。
方
向
学
漸
は
善
悪
の
内
容
に
つ
い
て
、

そ
の
「
大
較
」
す
な
わ
ち
基
本
的
形
態
と
し
て
は
、
「
無
我
・
無
欲
・
無
私
」
が

善
で
あ
り
、
そ
の
逆
が
悪
だ
と
言
、
つ
(
五
葉
裏
)
o

た
だ
し
、
善
に
は
「
常
主
な
き
の
固
機
」
と
し
て
の
側
面
も
あ
る
。
「
神
に
し
て
之
を
化
し
、

壁
じ
て
之
に
通
ず
。
寓
物
は
我
に
備
わ
れ
ば
、
則
ち
我
も
亦
た
善
、
仁
を
欲
し
て
仁
を
得
れ
ば
、
則
ち
欲
も
亦
た
善
、
孝
子
は
親
を
私
す
れ
ば
、

則
ち
私
も
亦
た
善
な
り
」
。
易
や
論
語
・
孟
子
の
言
葉
に
依
援
し
つ
つ
、
か
れ
は
、
「
我
」
や
欲
望
あ
る
い
は
私
心
の
護
現
で
あ
っ
て
も
、
善
が

結
果
さ
れ
る
以
上
い
ず
れ
も
善
と
し
て
の
徴
表
を
持
つ
と
捉
え
た
。
利
己
心
を
意
味
す
る
「
我
」
に
闘
し
で
も
、
「
我
を
ま
じ
え
ず
に
善
を
お

こ
な
う
者
は
、
(
性
を
蓋
く
し
て
)
天
に
達
す
る
(
中
庸
)
こ
と
が
で
き
る
が
、
我
を
ま
じ
え
つ
つ
善
を
お
こ
な
う
者
も
、
(
心
を
存
し
、
性
を
養
つ

て
)
天
に
事
え
る
(
孟
子
童
心
上
篇
)
状
態
か
ら
逸
脱
し
な
い
」
と
言
う
(
八
葉
裏
)

0

普
遍
的
に
正
し
い
善
悪
観
念
は
た
し
か
に
存
在
す
る
。
そ

う
思
念
し
つ
つ
も
、
か
れ
は
、
自
我
や
私
欲
に
突
き
動
か
さ
れ
な
が
ら
そ
の
異
情
を
護
露
す
る
人
び
と
に
、
善
の
具
現
を
見
た
。
こ
こ
で
は
、

善
で
あ
る
あ
り
方
を
前
提
に
人
聞
の
賓
相
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
個
の
賓
存
に
却
し
て
善
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

つ
と
に
か
れ
は
、
善

の
多
様
な
あ
り
方
を
許
容
し
て
い
た
。
善
の
無
限
定
性
に
闘
す
る
確
信
が
、
こ
う
し
た
理
解
を
促
し
た
と
推
察
す
る
。
問
題
は
、
個
の
責
存
と

全
盟
秩
序
と
の
折
り
合
い
を
、
如
何
に
見
い
だ
す
か
で
あ
る
。

325 

一
義
的
に
は
定
ま
ら
な
い
善
を
、
各
人
は
如
何
に
し
て
賓
現
す
る
の
か
。
「
無
我
」

の
態
度
が
そ
れ
を
導
く
と
い
っ
た
考
え
に
封
し
て
、
方
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326 

向
学
漸
は
批
判
を
お
こ
な
う
(
五
葉
裏
)
。
「
無
我
」

の
立
場
は
一
定
の
善
へ
の
固
執
を
回
避
さ
せ
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
以
上
で
は
な
い
。
天
地
高

物
を
具
備
す
る
我
は
決
し
て
無
く
せ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
突
き
つ
け
ら
れ
た
「
無
我
」
論
者
は
、
「
や
む
を
得
ず
両
者
を
合
わ
せ
て
、
こ

の
無
我
な
る
者
が
即
ち
有
我
で
あ
り
、
こ
の
有
我
な
る
者
は
印
ち
無
我
だ
と
ヨ
一
口
う
」

0

し
か
し
方
皐
漸
は
、
「
無
我
の
我
」
な
る
表
現
は
、
表
現

(
幻
)

と
し
て
は
可
能
で
も
、
善
性
の
賓
際
を
把
握
す
る
う
え
で
は
無
盆
だ
と
切
り
返
す
。
「
我
」
を
復
活
さ
せ
た
の
で
は
、
奮
の
木
阿
禰
だ
と
い
う

の
だ
ろ
う
。
世
の
中
に
は
「
不
善
」
な
る
名
稽
や
形
態
を
持
ち
な
が
ら
賓
質
的
に
は
「
善
」
で
あ
る
事
象
が
存
在
す
る
(
七
葉
裏
)
。
そ
の
逆
も

同
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
か
れ
は
、
善
と
は
、
理
を
基
準
と
し
て
そ
れ
に
し
た
が
う
状
態
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
「
真
心
」
の
や
す
ら
い
だ
状

態
だ
、
と
解
説
す
る
。
員
心
の
安
寧
は
如
何
に
し
て
得
ら
れ
る
の
か
。
か
れ
は
、
南
宋
の
張
拭
(
南
軒
)
に
よ
る
「
無
所
属
而
潟
者
、
義
也
、

(
お
)

有
所
属
而
一
潟
之
者
、
利
也
」
と
の
見
解
に
着
目
す
る
。
「
無
所
矯
」
と
は
一
切
の
作
篇
を
超
え
た
心
的
態
度
で
あ
る
。
そ
う
あ
る
こ
と
で
、
賓

践
主
瞳
は
、
個
瞳
と
し
て
の
限
定
性
を
超
え
、
善
そ
の
も
の
と
し
て
存
在
す
る
。
寓
暦
三
十
九
(
一
六
二
)
年
秋
編
纂
の
「
束
林
別
語
」
(
方

氏
遺
書
所
牧
)
に
、
方
向
学
漸
は
「
天
下
の
不
嬰
な
る
も
の
は
理
な
り
。
天
下
の
至
饗
な
る
も
の
も
亦
た
理
な
り
。
至
饗
を
不
獲
の
外
に
通
じ
、

不
愛
を
至
愛
の
中
に
執
る
は
、
則
ち
窮
理
の
説
な
り
。
理
を
窮
む
れ
ば
則
ち
善
を
明
ら
む
。
善
を
明
ら
む
れ
ば
則
ち
性
を
知
る
」
と
記
し
た
。

恒
常
的
で
あ
り
か
つ
千
獲
高
化
す
る
理
は
、
常
に
葛
藤
を
は
ら
ん
で
い
る
。
し
か
し
「
無
所
属
」
な
る
心
的
態
度
が
、
こ
の
緊
張
関
係
を
包
橘

し
つ
つ
、
か
つ
個
別
の
事
象
に
即
し
た
善
を
現
前
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
思
考
は
、
構
造
的
に
見
た
場
合
、
「
無
我
の
我
」
説
と
挟
を
一
に
す
る
。

た
だ
し
か
れ
に
と
っ
て
、
善
も
し
く
は
理
、

さ
ら
に
は
蔦
物
を
具
備
す
る
我
と
は
、
決
し
て
無
化
し
え
な
い
賓
瞳
概
念
で
あ
っ
た
。
「
無
所
矯
」

の
自
在
さ
は
議
定
調
和
的
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
か
れ
が
人
び
と
の
賓
存
に
善
を
認
め
た
の
は
、
そ
こ
に
「
無
所
矯
」
な
る
異
情
の
護
露
を
垣

間
見
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
全
瞳
秩
序
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
る
方
向
性
を
帯
び
た
「
己
県
情
」
で
も
あ
っ
た
。

高
暦
四
十
三
(
一
六
一
五
)
年
五
月
、
方
向
学
漸
は
こ
の
世
を
去
る
。
個
の
貰
存
と
秩
序
と
の
聞
係
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
次
の
世
代
に
持
ち
越

さ
れ
た
。
無
論
、
そ
れ
を
捨
っ
た
の
が
方
大
鎮
で
あ
る
。
方
大
鎮
、
字
は
君
静
、
競
は
魯
歳
。
文
孝
先
生
と
稽
さ
れ
た
。
野
同
の
披
は
晩
年
の

白
稀
で
あ
る
。
嘉
靖
四
十
一

(
一
五
六
二
)
年
に
生
ま
れ
、
良
一
市
顧
四
(
一
六
三
一
)
年
に
浸
し
た
。
高
暦
十
七
(
一
五
八
九
)
年
に
進
士
と
な
り
、
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ま
ず
河
北
大
名
牒
の
推
官
と
し
て
治
績
を
奉
げ
る
。
し
か
し
病
気
が
ち
の
瞳
質
ゆ
え
に
、
地
方
官
と
し
て
各
地
に
赴
任
し
て
は
任
期
の
途
中
で

時
郷
し
、
向
学
問
に
従
事
す
る
療
養
生
活
を
迭
っ
た
。
方
皐
漸
の
死
後
、
方
大
鎮
は
桐
川
曾
館
の
敷
地
に
至
善
堂
を
建
て
、
議
舎
を
創
設
し
た
。

堂
の
「
{
寝
室
」
に
は
方
皐
漸
を
把
り
、
合
同
則
も
父
の
講
舎
の
そ
れ
を
踏
襲
し
た
。
講
皐
の
記
録
や
各
地
の
人
士
と
の
廃
酬
の
詩
文
は
、
『
荷
薪

韻
』
お
よ
び

『
荷
薪
義
』
と
題
す
る
書
物
(
内
閣
文
庫
所
蔵
)
に
牧
め
ら
れ
る
。
書
名
に
つ
い
て

「
四
庫
提
要
』
巻
九
十
六
は
、
「
(
家
皐
を
)
繕

述
す
る
を
忘
れ
ざ
る
の
意
」
だ
と
解
説
す
る
。
た
し
か
に
そ
こ
に
は
、
方
皐
漸
の
皐
問
と
り
わ
け
そ
の
性
善
説
を
稀
賛
も
し
く
は
敷
桁
す
る
言

葉
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
次
ぎ
の
よ
う
な
謹
言
は
、
父
の
思
想
の
た
ん
な
る
租
述
と
は
異
な
ろ
う
。

「
心
は
理
に
融
け
、
理
は
事
に
融
け
、
粗
大
な
事
象
も
細
密
な
道
理
も
(
そ
の
匿
別
を
)
捨
て
で
な
く
し
、
有
と
無
の
い
ず
れ
も
忘
れ
れ
ば
、

徴
候
の
到
来
に
先
ん
じ
て
珠
測
し
で
も
意
で
は
な
い
。
干
高
人
に
抗
し
て
ひ
と
り
行
こ
う
と
も
必
で
は
な
い
。
確
子
と
し
て
微
動
だ
に
し
な
く

(
初
)

と
も
固
で
は
な
い
。
中
立
を
維
持
し
て
他
者
に
す
り
寄
ら
な
く
と
も
我
で
は
な
い
」
。
こ
の
謹
言
の
直
前
に
お
い
て
、
方
大
鋸
は
主
客
の
聞
係

を
明
鏡
の
比
除
で
説
明
す
る
。
貰
践
主
瞳
は
封
象
物
の
去
来
に
封
し
て
自
在
に
庭
じ
、
か
つ
正
確
に
相
手
を
映
し
取
る
。
こ
こ
に
は
相
手
を
映

す
明
鏡
と
い
う
事
象
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
映
す
鏡
の
主
瞳
性
や
正
確
な
映
し
取
り
と
い
っ
た
機
能
は
、
そ
の
事
象
の
な
か
に
融
け
込
ん
で
い

る
。
自
他
主
客
の
直
別
が
消
滅
し
た
場
で
は
、
賓
践
主
瞳
に
よ
る
橡
測
や
固
執
で
す
ら
、
そ
の
自
在
な
封
鷹
の
一
前
と
し
て
承
認
さ
れ
る
だ
ろ

ぅ
。
賓
践
主
躍
に
封
す
る
繋
縛
で
し
か
な
か
っ
た
「
音
、
山
必
固
我
」
(
論
語
子
竿
篇
)
が
、
本
性
の
額
現
へ
と
翻
轄
す
る
の
で
あ
る
。
賓
存
的
な
飛

躍
が
、
こ
こ
に
は
あ
る
。
か
か
る
方
大
鎮
の
思
考
は
、
『
荷
薪
義
』
が
載
せ
る
以
下
の
丈
章
の
主
旨
と
通
じ
合
う
。
高
暦
四
十
五
(
一
六
一
七
)

年
開
催
の
講
舎
に
お
け
る
呉
鷹
賓
の
護
言
で
あ
る
。
「
名
利
の
雨
根
、
病
い
は
有
我
に
在
り
。
惟
だ
憧
ま
ず
悔
や
ま
ず
し
て
、
始
め
て
的
晶
子
と
言

う
(
論
語
述
耐
篇
、
参
照
)
o

惟
だ
無
我
に
し
て
、
始
め
て
不
恒
不
悔
と
言
、
っ
。
内
外
一
致
、
人
我
雨
忘
、
仁
睦
に
揮
然
た
り
。
随
一
子
は
是
こ
に
在

る
な
り
」
(
巻
三
「
口
巴
侯
陪
語
」
)

0

は
じ
め
に
記
し
た
と
お
り
、
方
大
鎮
の
長
子
で
あ
る
方
孔
招
に
と
っ
て
呉
麿
賓
は
そ
の
岳
父
で
あ
る
。
高
暦
四
十
八
年
、
方
孔
沼
は
方
大
鎮

327 

の
語
録
に
肱
丈
を
記
し
、
「
兼
ね
て
禅
諦
を
宗
と
す
る
」
呉
麿
賓
は
方
大
鋸
と
そ
の
皐
問
傾
向
を
異
に
す
る
が
、
方
は
呉
と
「
人
外
の
交
わ
り
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こ
と

を
矯
し
、
東
向
し
て
以
て
請
う
者
、
又
た
己
に
三
十
年
た
り
」
と
言
、
っ
。
呉
磨
賓
は
、
「
無
我
」
な
る
態
度
を
こ
そ
、
自
他
内
外
を
超
え
、
仁

(
訂
)

一
方
、
方
大
鋸
は
、
父
が
講
じ
た
性
善
説
の
な
か
で
も
「
無
所
矯
而
矯
」
説
を
服
暦
し
た
。

そ
の
も
の
と
し
て
あ
る
こ
と
の
根
幹
に
据
え
た
。

「
無
我
」
論
に
近
似
す
る
こ
の
説
に
撮
っ
た
貼
で
、
す
で
に
か
れ
の
家
皐
継
承
に
は
偏
り
が
見
ら
れ
る
と
も
い
え
る
。

「
寧
潅
一
詰
』
(
方
氏
遺
書

所
牧
)
と
題
す
る
か
れ
の
語
録
に
は
、
方
皐
漸
の
残
後
、
高
暦
末
年
の
謹
言
が
集
中
的
に
牧
め
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
か
れ
は
言
う
。

「
濁
と
は
性
の
本
睦
で
あ
る
。
無
静
無
動
、
無
上
無
下
、
無
内
無
外
、
無
人
無
我
で
あ
る
。
戸
の
よ
う
に
じ
っ
と
し
て
淵
の
よ
う
に
押
し
献

ろ
う
と
も
(
准
子
在
宥
・
天
運
雨
篇
)
、
朝
廷
で
丁
々
護
止
と
麿
酬
し
よ
う
と
も
、
濁
で
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
慣
ま
な
い
で
い
ら
れ
ょ
う
か
。

賓
践
が
純
粋
な
も
の
と
な
れ
ば
、
本
性
の
光
は
か
な
ら
ず
輝
き
を
増
す
。
四
肢
に
ひ
ろ
げ
る
こ
と
に
も
、
立
振
な
事
業
に
あ
ら
わ
す
こ
と
に
も

(
易
坤
文
一
三
口
惇
)
、
匿
別
は
な
い
」
(
巻
上
/
四
裏
)
。
「
濁
」
と
は

『
中
庸
』
に
言
、
っ
「
慣
濁
」
の
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
切
の
相
封
を
超

え
た
自
在
の
本
瞳
を
意
味
し
よ
う
。
前
述
『
荷
薪
義
」

の
一
段
で
は
、
そ
れ
が
明
鏡
に
擬
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
日
わ
く
、
「
濁
善
と
粂
善
と
に

つ
い
て
、
孟
子
は
た
し
か
に
窮
達
を
匿
別
し
て
言
っ
た
が
(
重
心
上
篇
)
、
善
は
ひ
と
つ
で
あ
る
。
:
:
:
し
か
し
そ
の
基
軸
は
濁
善
か
ら
得
ら
れ

る
。
こ
ん
に
ち
人
び
と
に
勘
め
る
こ
と
は
、
た
だ
「
大
濁
」

の
隼
重
だ
け
で
あ
る
」
(
虫
色
下
/
一
八
表
)
o

郷
里
に
局
促
し
よ
う
と
も
朝
廷
で
活

躍
し
よ
う
と
も
、
「
大
濁
」
の
個
別
的
具
現
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
眼
前
す
る
情
況
に
お
い
て
、
自
他
主
客
を
超
越
し
た
関
係
の
場

を
構
築
す
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
中
で
か
れ
が
「
濁
」
の
丈
字
を
強
調
し
た
の
は
、
場
の
開
示
に
封
す
る
賓
践
主
樫
の
責
任
を
明
示
し
よ
う
と

し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
の
賓
質
は
、
高
物
と
一
睡
の
「
我
」
に
相
違
な
い
。
た
だ
し
方
向
学
漸
の
場
合
そ
の
「
我
」
と
は
、
「
無
所
矯
」
な
る
心

的
態
度
に
櫨
遇
さ
れ
て
も
巌
然
と
し
て
存
す
る
普
遍
的
責
瞳
で
あ
っ
た
。
封
し
て
方
大
鎮
は
、
そ
の
「
濁
」
に
つ
い
て
、
動
静
上
下
、
内
外
人

我
を
超
え
、
ま
た
方
向
学
漸
の
言
、
つ
善
や
理
を
も
お
そ
ら
く
は
超
え
た
根
源
的
な
主
瞳
性
と
捉
え
た
。
呉
一
際
{
負
も
同
様
で
あ
る
。
方
皐
漸
が
ふ
た

り
の
「
息
子
」
の
思
想
傾
向
に
危
慎
の
念
を
抱
い
た
と
し
て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
か
れ
ら
は
、
「
父
」
か
ら
託
さ
れ
た
思
想
的
課

題
に
封
し
て
、
員
撃
に
立
ち
向
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
呉
庭
賓
の
論
著
を
題
材
に
、
そ
う
し
た
思
索
の
航
跡
を
た
ど
り
た
い
。

十

11 

76 

寸11 



L 」

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
中
日
宍
)
日
・

3

E
待

ー「

『
宗
一
聖
論
」

に
お
け
る
無
我
の
観
照

呉
廃
賓
、
字
は
客
卿
、
競
が
観
我
で
あ
る
。
前
述
し
た
呉
一
介
の
第
四
子
と
し
て
嘉
靖
四
十
四
(
一
五
六
五
)
年
に
生
ま
れ
、
山
田
市
柏
七
(
一
六

(
沼
)

い
わ
ゆ
る
桐
漢
に
際
曾
し
て
そ
の
命
を
絶
つ
。
高
暦
十
四
(
一
五
八
六
)
年
に
進
士
と
な
り
翰
林
編
修
を
授
け
ら
れ
る
が
、
「
数
年

三
四
)
年
、

に
し
て
日
昔
を
以
て
告
蹄
し
、
郷
に
居
る
こ
と
四
十
載
」
、
著
述
活
動
に
専
念
し
た
(
康
照
卜
四
年
撰
府
志
巻
十
「
理
皐
」
)
。
主
著
に
『
宗
一
聖

論
』
(
二
巻
、
光
緒
四
年
呉
樹
申
刻
本
影
印
、
存
目
叢
書
子
部
所
収
)
が
あ
る
。
こ
の
書
物
の
完
成
時
期
は
未
詳
だ
が
、
天
啓
帝
に
針
す
る
方
大
任
の

(
お
)

上
奏
丈
(
同
書
、
中
台
首
附
録
)
に
斯
書
へ
の
賛
辞
が
見
え
る
。
桐
城
の
人
士
で
高
暦
二
十
三
年
進
士
の
何
如
寵
に
よ
る
序
文
は
、
全
八
篇
「
数
高

一
言
」
に
及
ぶ
大
作
を
概
括
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
無
我
」
の
一
言
だ
と
記
す
。
方
亭
漸
に
よ
る
無
我
批
判
の
釘
象
に
比
擬
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

は
た
し
て
何
序
も
、
無
我
批
判
の
言
葉
を
ま
ず
示
す
。
「
謂
う
に
天
地
一
韓
、
之
を
我
と
篇
し
、
高
物
皆
な
備
わ
る
、
之
を
我
と
局
す
。
無
我

な
る
も
の
は
空
に
堕
す
る
の
病
な
り
」
o

つ
い
で
何
序
は
、
呉
鷹
賓
の
言
葉
だ
と
し
て
一
丈
を
引
き
、
批
判
に
答
え
る
。
「
無
我
で
あ
っ
て
無
我

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
天
地
と
別
瞳
の
我
が
な
く
な
っ
て
、
そ
う
し
て
天
地
と
一
睦
の
我
と
な
る
。
高
物
と
依
存
し
あ
う
我
が
な
く
な
っ
て
、
そ

う
し
て
高
物
が
す
べ
て
備
わ
る
我
と
な
る
。
空
と
不
空
と
が
ど
う
し
て
別
物
で
あ
ろ
う
か
」
。
高
物
と
一
睡
の
我
を
賓
現
す
る
前
提
候
件
と
し

て
無
我
を
位
置
づ
け
る
だ
け
の
主
張
な
ら
ば
、
方
民
子
漸
も
敢
え
て
反
封
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
『
宗
一
聖
論
』
に
お
け
る
「
無
我
」

(
社
)

論
の
射
程
は
そ
れ
を
超
え
て
い
た
。
こ
の
賄
を
中
心
に
関
連
諸
篇
の
主
旨
を
概
観
す
る
。

性
善
篇
は
言
、
っ
。
そ
も
そ
も
「
無
我
と
は
無
始
の
根
源
的
な
性
、
至
善
の
本
質
で
あ
り
」
、
「
有
我
と
は
無
始
の
根
源
的
な
習
、
不
善
の
撮
り

所
で
あ
る
」
o

人
聞
は
、
無
我
と
し
て
の
性
は
も
と
よ
り
有
我
と
し
て
の
習
を
生
具
す
る
。
そ
し
て
そ
の
習
に
、
不
善
が
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
「
そ
の
無
我
を
手
本
と
し
て
有
我
を
除
去
す
る
過
程
が
、
性
に
回
蹄
す
る
習
で
あ
っ
て
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
善
を
拳
々
服
暦
す
る
こ
と

329 

で
あ
り
(
中
庸
)
」
、
「
有
我
を
忘
却
し
、
あ
わ
せ
て
無
我
す
ら
も
忘
却
し
た
賦
態
が
、
性
に
合
致
し
た
習
で
あ
っ
て
、
善
に
止
ま
っ
た
究
極
の

(
お
)

安
定
状
態
で
あ
る
(
大
墜
)
」

0

性
と
習
も
し
く
は
無
我
と
有
我
の
闘
係
や
、
無
我
の
忘
却
と
い
う
境
涯
の
含
意
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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「
人
聞
の
原
初
に
お
け
る
無
我
に
依
嫁
す
れ
ば
、
性
に
順
う
在
り
方
が
善
で
あ
り
、
性
に
も
と
る
あ
り
方
が
悪
だ
と
気
づ
く
だ
ろ
う
」
o

な

ぜ
な
ら
ば
、
ど
ん
な
悪
で
も
「
我
を
ふ
や
す
こ
と
か
ら
生
じ
な
い
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
我
を
ふ
や
そ
う
と
す
る
我
を
な
く
す
こ
と
で
、

悪
の
端
緒
は
断
ち
切
ら
れ
る
」
o

ど
ん
な
善
で
も
「
我
を
へ
ら
そ
う
と
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
な
い
も
の
は
な
い
。
我
を
へ
ら
そ
う
と
意
識
す
る

(
却
)

我
を
も
あ
わ
せ
て
へ
ら
す
こ
と
で
、
善
の
本
瞳
は
固
漏
に
な
る
」
o

性
に
順
う
あ
り
方
と
は
、
無
我
で
あ
ろ
う
と
す
る
態
度
で
あ
り
、
そ
の
朕

態
に
お
い
て
察
知
さ
れ
る
善
と
は
、

一
般
に
通
行
す
る
も
の
と
大
差
な
い
。
す
な
わ
ち
自
己
抑
制
と
い
う
美
徳
で
あ
る
。
た
だ
し
性
に
順
う
貰

践
は
、
無
我
で
あ
ろ
う
と
す
る
自
己
意
識
を
も
抱
か
な
い
段
階
に
進
む
。
そ
し
て
、
無
我
を
す
ら
忘
却
し
た
そ
の
境
涯
が
、
あ
ら
た
め
て
善
だ

と
稽
さ
れ
る
。
ひ
と
は
み
な
本
性
を
賦
輿
さ
れ
て
い
る
の
に
何
故
先
畳
と
後
畳
と
の
達
い
が
生
じ
る
の
か
、
と
の
疑
問
に
答
え
て
言
う
。
「
習

が
障
碍
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
習
が
本
性
の
護
現
を
さ
え
ぎ
る
の
は
我
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
習
は
性
に
依
援
す
る
は
ず
で
あ
る
。
性
が

無
我
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
習
に
我
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
性
が
、
無
我
で
あ
っ
て
無
我
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
に
由
る
。
無
我
で

あ
っ
て
無
我
に
と
ど
ま
ら
な
い
あ
り
方
は
、
性
の
妙
で
あ
る
。
無
我
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
で
そ
の
た
め
に
我
が
生
じ
る
の
は
、
習
の
流
で
あ

る
。
た
だ
し
性
が
先
に
あ
る
の
で
は
な
い
し
、
習
が
後
に
あ
る
の
で
も
な
い
。
性
の
妙
に
相
即
し
て
習
の
流
が
成
立
す
る
。
習
の
流
に
相
即
し

て
性
の
妙
は
さ
ま
た
げ
ら
れ
る
。
根
源
の
性
と
根
源
の
習
と
が
影
響
し
合
い
絡
み
合
い
な
が
ら
推
移
す
る
。
相
互
に
先
導
し
合
い
な
が
ら
常
に

(
訂
)

一
で
あ
っ
て
常
に
二
で
あ
る
。
性
に
封
す
る
迷
悟
、
間
四
国
醒
の
先
後
は
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
」
。
「
性
の
妙
」
と
「
習
の
流
」
を
悌
数
風
に
解
稽

す
れ
ば
、
本
性
と
し
て
の
妙
畳
と
習
試
と
し
て
の
煩
悩
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
性
と
習
と
の
相
互
干
渉
態
と
し
て
、
現
賓
の
人
聞
は

存
在
す
る
。
こ
の
習
が
本
性
の
障
蔽
と
な
り
、
か
か
る
人
物
の
畳
醒
は
遅
れ
る
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
習
を
障
蔽
と
し
て
作
用
さ
せ
る
根
本
原
因

そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
性
格
が
将
来
す
る
結
果
は
雨
義
的
で
あ
る
。
「
不

善
」
を
惹
起
す
る
「
我
」
が
析
出
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
高
物
と
一
瞳
に
し
て
高
物
を
具
備
す
る
自
己
の
現
前
も
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
の
結

が
存
在
す
る
。
「
無
我
に
と
ど
ま
ら
な
い
」
性
格
の
本
性
が
、

果
に
は
か
く
も
、
運
庭
が
あ
る
。
し
か
し
本
性
は
同
一
で
あ
る
。
こ
の
背
理
的
関
係
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

性
の
「
無
我
」
な
る
側
面
が
護
現
す
る
と
き
、
主
客
自
他
の
匡
別
は
超
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
無
我
に
と
ど
ま
ら
な
い
」
本
性
の
性
格
は
、

十

11 

78 

寸11 



L 」

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
中
日
宍
)
日
・

3

E
待

ー「

匝
別
を
創
出
す
る
因
由
に
相
首
し
よ
う
。
そ
の
匝
別
を
賓
瞳
と
捉
え
る
限
り
、
ひ
と
は
習
に
蔽
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
匝
別
は
、

「
無
我
」
の
認
識
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
匝
別
を
超
え
た
匝
別
と
し
て
現
前
す
る
。
ひ
と
は
高
物
と
の
一
瞳
状
態
を
現
出
さ
せ
る
と
同
時
に
、

個
樫
と
し
て
の
濁
自
性
を
も
護
揮
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
習
に
潜
む
個
私
的
破
壊
力
が
、
高
物
一
睡
賦
態
に
お
け
る
個
性
の
創
造
力
へ
と

全
面
的
に
翻
結
押
し
た
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
し
く
人
聞
の
本
性
は
、
空
間
的
時
間
的
限
定
の
い
ず
れ
も
こ
う
む
ら
ず
、
賢
愚
と
い
っ
た
資

(
お
)

質
の
相
違
に
も
左
右
さ
れ
な
い
絶
封
性
を
持
つ
。
性
習
一
瞳
の
賓
践
主
腫
を
心
と
呼
ぶ
。
心
は
、
天
地
を
そ
の
身
に
保
ち
、
古
今
を
一
瞬
に
捉

え
、
賢
愚
を
一
念
の
う
ち
に
饗
え
る
。
絶
釘
の
性
を
具
瞳
化
す
る
に
相
躍
し
い
柔
軟
な
主
瞳
性
で
あ
る
。

致
知
上
篇
は
、
知
畳
に
性
知
と
心
知
と
の
匝
別
を
設
け
、
そ
の
関
係
を
説
く
。
心
知
と
い
う
場
で
性
知
の
慶
大
さ
を
賓
現
す
る
。
性
知
を
具

(
約
)

瞳
化
す
る
過
程
に
お
い
て
心
知
の
不
可
思
議
さ
を
書
く
す
。
こ
の
賓
践
が
致
知
で
あ
る
。
人
聞
は
高
事
高
物
に
封
し
て
自
在
に
知
畳
を
護
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
性
知
が
、
個
別
の
知
畳
を
超
え
て
知
覚
を
知
覚
た
ら
し
め
る
「
不
慮
の
慮
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
性
知
は
、

(
却
)

賓
践
主
瞳
が
相
封
す
る
事
物
の
不
具
合
を
、
い
つ
い
か
な
る
場
面
で
も
そ
う
で
は
な
い
肱
態
に
轄
換
さ
せ
う
る
根
様
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
轄

換
は
、

一
切
寓
物
が
お
の
ず
か
ら
そ
の
在
る
べ
き
在
り
方
を
貰
現
す
る
様
態
で
遂
行
さ
れ
る
。
性
知
を
心
知
と
い
う
場
で
現
前
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
性
は
次
第
に
「
一
」
に
復
蹄
す
る
。
そ
う
し
て
習
も
性
に
合
し
て
心
が
「
こ
と
な
り
、
天
地
高
物
も
そ
の
在
る
べ
き
「
一
」
を
獲
得

(
引
)

す
る
。
そ
の
う
え
で
「
乙
で
あ
る
こ
と
を
忘
却
し
、
「
こ
が
護
揮
さ
れ
る
。
こ
こ
に
一
言
う
「
一
」
と
は
無
我
を
意
味
し
よ
う
。
無
我
の
性

が
現
前
す
る
そ
の
場
に
は
、
容
貝
践
主
瞳
が
相
封
す
る
個
別
の
封
象
も
そ
の
あ
る
べ
き
姿
を
現
前
さ
せ
る
。
主
客
と
も
に
無
我
と
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
責
践
主
瞳
は
主
瞳
の
立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
て
関
係
の
場
と
一
睡
化
し
、
そ
の
場
は
、
場
と
し
て
の
自
在
な
あ
り
方
を
一
不

す
。
以
上
、
知
覚
す
る
主
瞳
の
分
析
を
端
緒
に
、
無
我
を
忘
却
す
る
に
い
た
る
賓
践
が
、
主
客
一
睡
閥
係
の
構
築
と
い
う
観
酷
か
ら
語
ら
れ
た
。

主
客
が
交
わ
る
世
界
は
具
瞳
性
を
持
つ
。
そ
の
具
樫
性
の
根
撮
が
「
台
歪
で
あ
る
。
養
気
篇
は
一
三
一
口
う
。
気
と
は
、
具
樫
性
を
つ
く
る
一
定
の

(
必
)

掻
が
り
、
彼
我
の
匝
別
相
、
時
間
や
運
動
そ
の
も
の
で
あ
る
。
賓
践
主
瞳
に
と
っ
て
、
相
封
す
る
事
物
を
あ
ま
ね
く
轄
換
さ
せ
う
る
存
在
論
的

331 

根
擦
が
、
世
界
を
通
貫
す
る
一
気
で
あ
る
。
人
聞
の
内
部
に
お
い
て
、
そ
の
気
と
性
と
は
「
一
に
し
て
二
、

二
に
し
て
こ
で
あ
る
。
試
の
統
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御
は
性
に
よ
る
が
、
性
の
酒
養
は
気
に
求
め
ら
れ
る
。
養
気
の
賓
践
が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
で
あ
る
。
賓
践
は
ふ
た
つ
の
側
面
を
持
つ
。
孟
子

に
擦
れ
ば
、
集
義
と
有
事
と
で
あ
る
(
公
孫
丑
上
篇
)
o

讐
方
と
も
に
「
害
を
去
る
」
段
階
か
ら
「
無
害
の
も
の
を
養
う
」
段
階
に
い
た
る
。
そ

の
養
う
段
階
で
の
有
事
の
賓
践
に
よ
り
、
賓
践
主
瞳
は
天
地
四
時
の
運
行
を
一
身
に
睦
得
す
る
。
た
だ
し
聖
人
は
、
有
事
の
賓
践
内
容
を
微
言

(
お
)

に
託
す
ば
か
り
で
あ
る
。
天
下
の
人
び
と
が
白
護
的
に
覚
醒
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
養
気
に
閲
す
る
呉
鷹
賓
の
認
識
は
、
か
れ
の

現
状
を
反
映
す
る
の
だ
ろ
う
。
郷
里
に
隠
棲
し
枇
舎
と
の
積
極
的
な
交
渉
を
持
ち
に
く
い
か
れ
に
と
っ
て
、
養
試
の
賓
践
と
は
、
世
界
へ
の
影

響
力
を
暗
々
裏
に
及
ぼ
す
行
篇
で
も
あ
っ
た
。

関
係
す
る
他
者
の
な
か
で
も
っ
と
も
身
近
な
存
在
は
家
族
で
あ
る
。
孝
慈
篇
は
、
無
我
の
賓
践
主
瞳
に
お
い
て
、
そ
の
愛
敬
の
念
は
天
下
全

盟
を
お
お
う
と
説
く
。
親
に
封
す
る
思
慕
の
念
は
そ
も
そ
も
移
ろ
い
や
す
い
(
孟
子
高
章
上
篇
)
。
そ
れ
は
我
が
身
を
親
の
身
と
見
な
い
か
ら
で

あ
る
。
君
主
へ
の
忠
誠
心
が
薄
れ
が
ち
な
の
も
、
我
が
身
を
天
下
の
身
と
見
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(
叫
)

の
思
慕
の
念
は
永
績

L
、
慈
愛
は
天
下
の
民
び
と
に
及
ぶ
。

一
方
、
聖
人
は
無
我
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ

一
般
の
人
聞
に
も
、
も
と
よ
り
そ
の
可
能
性
は
聞
か
れ
て
い
る
。
自
身
の
性
を

「
卑
我
」
と
「
無
我
」
と
に
習
れ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
卑
我
に
習
れ
て
熟
練
し
た
状
態
に
い
た
り
、
「
孝
弟
の
山
楽
し
み
は
、
知
ら
ぬ
聞
に
手
が

舞
い
足
が
踊
る
ほ
ど
」
で
あ
る
。
無
我
に
習
れ
れ
ば
そ
れ
を
「
忘
」
れ
る
に
い
た
り
、
「
孝
弟
の
徳
は
、
天
に
達
し
地
に
合
致
し
て
、
そ
こ
か

(
羽
)

ら
外
れ
る
も
の
は
な
い
」
。
無
我
の
賓
践
主
樫
に
よ
る
孝
慈
と
は
、
普
遍
化
さ
れ
た
肉
親
愛
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
血
縁
主
義
と
い
う
相

封
観
念
は
責
質
的
に
克
服
さ
れ
る
。

血
縁
聞
係
を
持
た
な
い
第
三
者
と
は
い
か
な
る
態
度
で
接
す
べ
き
か
。
知
人
篇
は
、
「
人
を
知
る
」
こ
と
の
意
味
を
、
是
非
の
判
断
を
く
だ

す
こ
と
に
絞
り
込
む
。

一
般
に
、
是
非
の
判
断
は
ひ
と
に
よ
っ
て
異
な
り
、
各
人
の
是
非
は
各
人
の
好
悪
に
左
右
さ
れ
る
。
同
一
の
人
物
に
お

い
で
す
ら
、
時
に
是
非
が
逆
轄
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
是
非
の
様
相
は
ま
さ
に
「
高
の
ま
た
高
」
、
そ
の
形
態
は
無
限
に
想
定
さ
れ
る
が
、
畢

寛
、
人
聞
の
知
的
覚
が
渡
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
知
覚
が
「
一
に
し
て
其
の
一
な
き
」
こ
と
、
申
貝
瞳
性
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
る
と
き
、

ひ
と
は
是
非
に
惑
わ
さ
れ
な
く
な
る
。
「
自
身
の
知
畳
を
天
下
の
是
非
に
依
存
さ
せ
る
。
そ
の
こ
と
で
知
覚
と
し
て
の
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本
瞳
は
固
定
性
を
も
た
な
く
な
る
。
ま
た
自
身
の
知
覚
を
天
下
の
是
非
に
同
化
さ
せ
る
。
そ
の
こ
と
で
知
の
働
き
は
行
き
詰
ま
る
こ
と
が
な

(
羽
)

い
」
。
「
荘
子
』
斉
物
論
篇
に
言
う
「
是
非
な
く
」
か
っ
「
是
非
に
因
る
」
態
度
が
、
無
我
の
境
涯
を
現
出
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
境

涯
は
、
全
瞳
へ
の
浸
入
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
天
下
の
是
非
に
依
存
す
る
こ
と
で
是
非
の
轄
化
が
可
能
に
な
り
、
韓
化
さ
せ
る
こ
と

で
是
非
に
同
化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
」
。
ゆ
え
に
聖
人
の
働
き
に
お
い
て
、
「
人
を
知
る
よ
り
大
な
る
は
莫
し
」
。
そ
う
し
た
聖
人
は
明
鏡

と
同
様
に
封
象
の
是
非
を
正
確
に
映
し
取
る
が
、
「
鏡
に
映
さ
れ
る
封
象
は
、
映
す
鏡
と
は
異
な
る
。
し
か
し
聖
人
は
無
我
で
あ
る
こ
と
で
高

心
の
是
非
を
知
り
、
し
か
も
知
ら
れ
る
釘
象
が
直
ち
に
知
そ
の
も
の
と
な
る
。
:
:
:
そ
れ
ゆ
え
に
知
は
濁
に
集
約
さ
れ
る
が
、
そ
の
濁
は
普
遍

(
釘
)

的
で
知
も
ま
た
普
遍
的
で
あ
る
」
。
無
我
の
聖
人
と
は
い
え
そ
の
知
は
か
れ
個
人
の
知
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
知
を
、
聖
人
は
主
客
一
睦
の
境

涯
に
お
い
て
護
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
場
全
瞳
が
、
無
我
の
聖
人
そ
の
も
の
で
も
あ
る
。
ま
た
無
我
の
聖
人
に
よ
る
是
非
の
判
断
は
、
そ
の
場

全
瞳
の
判
断
と
し
て
共
有
さ
れ
る
。
是
非
の
同
化
で
あ
る
。
こ
の
時
、
そ
の
場
を
構
成
す
る
個
々
の
存
在
は
、
そ
う
し
た
判
断
を
濁
自
に
か
っ

自
然
に
、

し
か
も
も
っ
と
も
相
臨
し
く
下
し
て
い
る
。
こ
の
境
涯
を
、
性
善
篇
の
文
章
は
以
下
の
よ
う
に
表
現
す
る
。

「
「
一
」
と
は
固
定
的
な
「
こ
で
は
な
い
。
衆
人
の
全
瞳
的
な
「
一
」
に
よ
っ
て
自
身
の
濁
白
な
「
一
」
を
成
り
立
た
せ
る
と
と
も
に
、

自
身
の
「
一
」
を
衆
人
各
自
の
「
一
」
に
従
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
く
の
燈
り
が
一
室
に
置
か
れ
て
い
る
と
す
る
。
部
屋
に
充
ち
る
そ
の

光
に
は
燈
り
ご
と
の
匝
別
が
あ
る
の
か
。
匝
別
が
な
い
の
か
。
そ
れ
は
哲
人
に
も
辞
別
不
可
能
で
あ
る
。
傍
ら
に
立
っ
て
光
を
観
察
す
れ
ば
、

全
躍
と
し
て
ひ
と
つ
の
燈
り
の
ひ
と
つ
の
光
で
あ
り
、
ま
た
多
く
の
燈
り
の
多
く
の
光
で
も
あ
る
。
か
く
し
て
、
個
別
の
光
は
、
全
盟
的
で
は

な
い
も
の
の
全
瞳
の
光
を
壊
す
も
の
で
は
な
く
、
全
瞳
を
照
ら
し
つ
つ
混
じ
り
合
う
も
の
で
も
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ゆ
え
に
自
身
の
「
一
」

が
天
地
人
物
・
先
畳
後
覚
の
「
こ
を
全
瞳
的
に
包
橘
し
な
が
ら
も
、
そ
の
「
こ
に
は
接
合
の
痕
跡
が
な
く
、
自
身
の
「
こ
が
天
地
人

物
・
先
覚
後
畳
の
「
一
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
り
込
ん
で
も
、
そ
の
「
一
」
に
は
殊
別
の
痕
跡
が
な
い
。
こ
れ
が
性
の
宏
大
さ
の
理
由
で
あ
り
、

(
必
)

心
の
不
可
思
議
さ
の
理
由
で
あ
る
」
。
「
一
」
と
は
本
性
の
別
名
で
あ
る
。
「
無
我
に
し
て
無
我
に
と
ど
ま
ら
な
い
」
本
性
の
現
前
し
た
境
涯
が

333 

」
こ
に
は
描
寓
さ
れ
て
い
る
。

一
多
相
即
的
認
識
に
閲
す
る
こ
う
し
た
説
明
を
常
に
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
形
で
、
致
知
上
篇
以
下
の
諸
篇
は
、
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そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
に
従
っ
た
賓
践
論
を
提
示
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

紋
上
の
責
践
に
お
い
て
、
賓
践
主
瞳
は
自
己
抑
制
的
で
あ
り
、
世
界
に
封
し
で
も
恭
順
色
が
強
い
。
呉
陸
賓
の
控
え
め
な
人
格
が
渉
み
で
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
か
れ
は
、
そ
れ
を
超
え
て
、
自
己
抑
制
的
で
あ
り
つ
つ
そ
の
自
己
が
解
き
放
た
れ
、
恭
順
で
あ
り
つ
つ
全
睦

を
主
導
す
る
境
涯
を
目
指
し
た
。
さ
ら
に
、

そ
の
す
べ
て
が
自
然
に
振
る
舞
わ
れ
る
あ
り
方
を
、
究
極
の
目
標
と
し
た
。
高
物
一
睡
の
境
涯
に

お
け
る
濁
白
な
個
の
額
現
に
つ
い
て
、
か
れ
は
思
索
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
。
前
述
の
と
お
り
、
方
向
学
漸
は
、

し
理
の
究
明
を
と
お
し
て
、
高
暦
初
頭
以
来
の
饗
貌
す
る
桐
域
枇
舎
に
遁
摩
し
た
秩
序
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
か
れ
は
、
人
聞
の

一
定
の
形
態
を
持
た
な
い
善
な
い

賓
存
に
善
の
徴
表
を
垣
間
見
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
秩
序
を
希
求
す
る
強
い
願
望
が
人
び
と
の
員
情
に
善
の
端
緒
を
讃
み
取
ら
せ
た
、
と
い
う

心
理
的
原
因
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
呉
磨
賓
お
よ
び
方
大
鎮
の
現
吠
認
識
も
、
方
肇
漸
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
呉

鷹
賓
は
、
人
聞
の
賓
存
性
を
凝
視
し
、
賓
存
と
し
て
の
人
聞
が
、
高
物
一
瞳
の
世
界
に
そ
の
位
置
を
持
ち
う
る
可
能
性
を
模
索
し
た
。
そ
も
そ

も
「
無
我
」
の
論
理
は
、
論
理
の
自
己
展
開
と
し
て
「
無
我
」
の
超
越
を
要
請
す
る
。
し
か
し
か
れ
は
、
論
理
的
遊
戯
に
耽
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
。
(
貫
存
的
自
己
を
、
螺
旋
的
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
で
畦
生
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
と
捉
え
た
い
。
で
は
、
方
大
鎮
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ

た
の
か
。

四

野
同
の
境
地
が
生
み
だ
し
た
思
想
遺
産

天
啓
二
(
一
六
二
二
)
年
、
方
大
鋸
は
出
仕
を
要
請
さ
れ
、
そ
の
病
躯
を
王
朝
に
捧
げ
た
。
都
元
標
(
南
泉
)
と
鴇
従
吾
(
少
壌
)
と
が
創
設

(
的
)

し
た
首
善
書
院
の
運
管
に
も
携
わ
っ
た
。
か
れ
ら
は
反
貌
忠
賢
の
旗
織
を
か
か
げ
、
そ
れ
ゆ
え
に
宜
官
一
汲
か
ら
痛
撃
を
食
ら
っ
た
。
四
年
六

月
、
書
院
は
閉
鎖
を
鈴
儀
な
く
さ
れ
た
。
引
退
を
且
覚
悟
し
た
方
大
鎮
は
身
の
庭
し
方
を
易
に
問
い
、
同
人
の
卦
を
得
た
。
卦
辞
に
日
く
。
「
人

お

と

お

わ

た

た

だ

と
同
ず
る
に
野
に
子
い
で
す
。
亨
る
。
大
川
を
渉
る
に
利
あ
り
。
君
子
の
貞
し
き
に
利
あ
り
」
o

朱
裏
『
周
易
本
義
」
は
、
「
野
に
子
い
で
す
と

は
、
蹟
遠
に
し
て
無
私
な
る
を
謂
う
」
と
解
し
て
い
る
。
野
に
戻
る
こ
と
を
決
意
し
た
方
大
鎮
の
心
情
に
か
な
う
啓
示
で
あ
っ
た
。
野
同
と
競
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し
た
か
れ
は
、
そ
の
思
索
を
『
野
同
録
』
等
の
著
作
に
書
き
と
め
た
。
そ
れ
ら
は
現
存
し
な
い
も
の
の
、
方
孔
侶
の

『
周
易
時
論
』
や
方
以
智

の
「
薬
地
泡
荘
』
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
『
時
論
』
は
、
方
向
学
漸
の
「
易
姦
」
や
方
大
鎮
の
「
易
意
』
と
い
っ
た
方
氏
の
易
皐

(
日
)

を
基
盤
に
構
想
さ
れ
て
い
た
。
以
下
、
晩
年
の
方
大
鎮
に
お
け
る
思
索
の
概
要
を
紹
介
し
、
方
孔
招
に
い
た
る
思
想
的
継
承
闘
係
を
略
説
す
る
。

周
易
に
お
い
て
同
人
の
卦
は
、
泰
と
否
の
卦
を
受
け
て
大
有
の
卦
と
封
を
成
し
て
い
る
。
こ
の
配
置
に
つ
い
て
、
『
易
意
』
は
、
天
地
が
交

(
日
)

わ
っ
た
直
後
の
人
事
の
開
始
を
告
げ
る
も
の
と
捉
え
、
こ
こ
で
「
始
め
て
離
明
を
用
い
る
」
と
解
く
。
「
離
」
と
は
乾
坤
な
ど
八
卦
の
ひ
と
つ

離
の
卦
で
あ
り
、
そ
の
属
性
は
火
、
も
し
く
は
附
着
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同
人
の
卦
を
構
成
す
る
六
交
の
そ
の
下
竿
分
が
離
で
あ
り
上
中
十
分
が

と

も

ま

と

わ

か

乾
、
大
有
は
上
下
が
逆
に
な
る
。
同
人
の
大
象
は
「
天
、
火
と
輿
に
す
。
同
人
。
君
子
は
以
て
族
を
類
め
物
を
排
つ
」
と
言
い
、
大
有
の
大
象

と

と

お

お

は
「
火
、
天
上
に
在
り
。
大
有
。
君
子
は
以
て
悪
を
温
め
善
を
揚
げ
、
天
の
休
い
な
る
命
に
順
う
」
と
言
、
っ
。
以
上
の
知
識
を
前
提
に
、
『
野

同
銀
』
は
雨
卦
の
闘
係
を
解
説
す
る
。
「
同
人
に
お
い
て
物
事
を
分
類
匿
別
し
、
そ
こ
に
首
然
見
い
だ
さ
れ
る
善
悪
に
つ
い
て
、
然
る
べ
く
逼

(
臼
)

揚
す
る
あ
り
方
に
し
た
が
う
こ
と
で
、
大
有
と
な
る
」
。
善
の
稀
揚
と
悪
の
逼
絶
と
を
完
遂
す
る
に
は
、
ま
ず
物
事
を
正
確
に
類
別
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
賓
践
主
瞳
は
「
離
明
を
用
い
る
」
の
で
あ
る
。
離
卦
の
象
辞
「
離
は
麗
な
り
。
日
月
は
天
に
麗
き
、
:
:
:
重
明
以

て
正
し
き
に
麗
き
て
、
乃
ち
天
下
を
化
成
す
」
に
依
擦
し
つ
つ
、
『
野
同
録
」
は
論
を
掻
げ
る
。
「
太
虚
の
本
瞳
は
明
そ
の
も
の
だ
が
、
形
あ
る

気
に
附
着
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
明
に
は
護
揮
さ
れ
る
場
が
な
い
。
:
:
:
明
の
纏
績
は
正
し
い
朕
態
に
依
嫁
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
し
か
し

主
口
を
好
み
悪
を
憎
む
こ
と
(
大
肇
)
は
正
し
い
が
、

み
ず
か
ら
を
利
し
情
に
従
っ
て
そ
の
好
悪
を
費
え
る
の
で
は
、
ま
だ
正
し
い
と
は
み
な
せ

な
い
。
日
や
耳
の
働
き
を
内
面
に
と
ざ
す
こ
と
(
陸
機
「
文
賦
」
、
参
照
)
は
正
し
い
が
、
且
ハ
瞳
的
事
物
を
放
棄
し
て
淳
沌
に
か
こ
つ
け
、
帝
王

の
事
蹟
を
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
性
命
を
高
言
す
る
の
は
、

さ
ら
に
正
し
く
な
い
。
ゆ
え
に
内
面
に
明
ら
か
で
も
外
面
に
明
ら
か
で
な
く
、
抽
総

論
に
明
ら
か
で
も
個
別
に
明
ら
か
で
な
く
、
内
外
を
こ
え
る
「
一
」
に
明
ら
か
で
も
、
内
を
内
た
ら
し
め
外
を
外
た
ら
し
め
る
個
別
の
根
撮
と

335 

し
て
の
「
一
こ
が
直
ち
に
「
乙
で
あ
る
こ
と
に
明
ら
か
で
な
く
、
不
用
こ
そ
が
用
を
規
定
し
か
っ
用
即
不
用
で
あ
る
こ
と
に
明
ら
か
で
も
、

(
日
)

い
ず
れ
も
重
層
的
な
明
断
さ
で
は
な
い
の
で
あ
る
」

0

用
即
不
用
の
認
識
は
賓
際
の
訓
え
と
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
に
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
、
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「
離
明
」
と
は
、
右
に
言
う
重
層
的
な
明
断
さ
で
あ
る
。
自
己
の
内
面
や
事
物
全
躍
の
包
括
的
根
擦
に
閲
す
る
明
断
さ
だ
け
で
は
、
不
充
分
で

あ
る
。
む
し
ろ
具
躍
的
外
物
の
個
別
性
、
あ
る
い
は
個
別
性
そ
れ
白
瞳
の
根
擦
に
明
ら
か
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
方
大
鋸
は
、
内
即
外
、

即
多
と
の
認
識
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
な
お
か
つ
外
的
諸
事
象
の
個
別
性
に
閲
す
る
明
断
さ
を
追
究
し
た
。

(
弘
)

『
野
同
録
」
に
よ
れ
ば
、
泰
と
否
の
の
ち
に
同
人
と
大
有
が
績
く
卦
の
配
置
は
、
剥
と
復
の
の
ち
に
元
妄
と
大
畜
が
績
く
配
置
に
照
廃
す
る
。

そ
の
元
妄
と
大
畜
と
の
閲
係
に
つ
い
て

「
易
意
』
は
言
う
。
「
無
か
ら
有
が
生
じ
、
動
く
こ
と
で
妄
と
な
る
。
不
動
に
固
執
し
、
有
す
る
こ
と

の
無
い
あ
り
方
に
固
執
す
る
の
も
妄
で
あ
る
。
弊
害
が
生
じ
て
は
減
し
、
災
い
が
到
来
し
て
は
過
ぎ
去
る
が
、
結
局
、
青
災
か
ら
克
れ
な
い
。

(
日
)

た
だ
皐
聞
に
よ
っ
て
の
み
始
め
て
正
し
い
行
い
が
可
能
に
な
り
、
青
災
が
去
る
。
ゆ
え
に
大
畜
に
受
け
止
め
ら
れ
る
」
o

妄
動
を
厭
う
頑
な
な

姿
勢
や
、
そ
れ
を
回
避
し
得
た
と
す
る
慢
心
こ
そ
が
生
日
災
の
根
源
で
あ
る
。
先
述
し
た
「
離
明
」
の
う
ち
、
内
面
的
包
括
的
根
擦
を
追
究
す
る

明
断
さ
に
つ
き
ま
と
う
陥
穿
だ
と
見
な
せ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
妄
執
の
摘
扶
に
は
的
晶
子
問
の
蓄
積
が
扶
か
せ
な
い
。
大
畜
の
大
象
に
「
君
子
は

以
て
多
く
前
言
往
行
を
識
り
、
以
て
其
の
徳
を
蓄
う
」
と
言
う
。
そ
こ
に
施
さ
れ
た

「
野
同
録
』

の
説
明
は
こ
う
で
あ
る
。
「
聖
人
は
、
空
を

穿
撃
す
る
弊
害
が
準
則
に
拘
泥
す
る
弊
害
に
百
倍
す
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
る
。
そ
こ
で
自
身
を
「
そ
の
次
ぎ
」

の
(
多
識
者
の
)
地
位
に
置
き

(
論
垣
間
述
而
篇
)
、
(
性
や
天
遁
と
い
っ
た
)
め
っ
た
に
言
わ
な
い
事
柄
を
、
(
詩
・
書
・
執
穫
と
い
っ
た
)
常
に
言
う
物
事
の
う
ら
に
隠
す
(
同
前
)

0

こ
れ
が
異
の
悟
り
で
あ
る
。
根
本
は
把
握
し
易
い
が
、
差
別
は
窮
蓋
し
難
い
。
自
己
に
依
嫁
す
る
こ
と
を
知
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
事
柄
を

明
ら
か
に
も
す
る
。

一
件
の
事
柄
に
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
一
件
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
:
:
:
知
朗
無
知
な
る
本
瞳
は
、
も
と
よ

り
そ
の
歓
陥
が
心
配
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
れ
ば
ど
う
し
て
事
物
の
首
然
を
そ
こ
な
い
、
日
月
星
辰
の
法
則
を
放
棄
し
て
、
太
古
の
揮
沌

(

白

川

)

に
閉
じ
こ
も
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
o

本
瞳
の
把
握
な
ど
、
そ
う
簡
単
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
か
れ
は
、
敢
え
て

「
根
本
は
得
易
い
」
と
断
じ
、
個
別
事
象
聞
の
匝
別
を
究
明
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
際
立
た
せ
る
。
た
か
が
一
件
の
個
別
事
象
だ
と
侮
つ
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
一
件
に
封
し
て
充
分
に
明
附
で
あ
る
か
否
か
が
畳
迷
を
分
け
る
。
こ
う
し
た
自
由
党
の
も
と
亭
聞
を
蓄
積
し
た
賓
践
主
瞳
は
、

大
畜
上
九
の
交
が
象
徴
す
る
究
極
の
境
涯
に
た
ど
り
つ
く
。
交
辞
に
附
し
て

「
野
同
銀
』
は
言
、
っ
。
「
皐
聞
を
積
ん
で
こ
こ
に
至
れ
ば
、
獲
得
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し
で
も
そ
の
獲
得
し
た
こ
と
を
忘
れ
、
さ
ら
に
そ
の
獲
得
を
忘
れ
た
状
態
す
ら
も
忘
れ
る
。
主
瞳
の
行
動
に
陸
じ
で
す
べ
て
の
事
物
が
正
し
さ

(
訂
)

を
得
る
」
。
離
卦
に
封
す
る
解
説
も
最
終
的
境
地
を
語
り
、
「
そ
れ
ぞ
れ
が
生
業
に
安
ん
じ
る
こ
と
が
(
六
議
)
、
取
り
も
直
さ
ず
ふ
た
つ
な
が

(
時
)

ら
忘
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
緊
張
と
弛
緩
の
そ
の
調
和
的
均
衡
賦
態
を
責
現
す
る
こ
と
が
、
直
ち
に
相
待
か
ら
の
超
脱
と
な
る
」
と
ま
と
め
る
。

右
に
概
観
し
た
と
お
り
、
方
大
鎮
の
思
想
は
、
個
別
の
把
握
か
ら
把
握
す
る
こ
と
の
忘
却
に
い
た
り
、

さ
ら
に
忘
却
の
忘
却
へ
と
賓
践
を
徹

底
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
物
は
お
の
ず
か
ら
そ
の
場
所
を
得
る
、
と
い
う
構
造
を
持
つ
。
構
造
的
に
見
た
場
合
、
か
れ
の
思
想
は
『
{
示

聖
論
』
の
そ
れ
に
近
似
す
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
の
方
大
鎮
は
、
忘
却
の
忘
却
と
い
う
境
地
に
い
た
る
う
え
で
、
「
無
我
」
の
透
徹
に
で
は
な
く
、

個
別
諸
事
象
の
賓
相
も
し
く
は
そ
の
聞
の
匡
別
の
究
明
に
、
そ
の
関
心
を
向
け
て
い
る
。
同
人
の
卦
を
基
貼
に
か
れ
が
思
索
を
練
り
直
し
た
こ

と
の
員
意
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
個
別
事
象
は
全
瞳
秩
序
の
中
に
然
る
べ
き
位
置
を
持
つ
。
た
だ
し
そ
の
全
瞳
秩
序
な
る
も
の
も
、

一
定
不
愛
で
は
な
い
。
繋
辞
上

惇
第
十
一
章
に
封
す
る

『
野
同
録
』
は
、
個
別
と
全
瞳
と
の
関
係
、

お
よ
び
そ
れ
ら
に
針
す
る
賓
践
主
瞳
の
闘
わ
り
方
を
こ
の
よ
う
に
ま
と
め

る
。
「
す
べ
て
が
直
ち
に
一
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
必
ず
一
は
す
べ
て
を
統
括
す
る
と
言
い
、
必
ず
一
で
あ
っ
て
一
に
と
ど
ま
ら
な
い
と

み
む
勾
C

言
い
、
必
ず
す
べ
て
に
内
在
す
る
一
に
即
し
て
そ
の
す
べ
て
を
理
め
る
と
言
う
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
か
。
先
天
と
後
天
と
は
言
、
つ
が
、
た
だ
一

個
の
働
き
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
働
き
は
事
物
を
ま
っ
た
く
離
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
君
子
は
そ
の
様
相
を
観
察
し
て
言
う
、
各
お

の
そ
の
形
を
形
と
し
、
各
お
の
そ
の
聾
を
聾
と
し
、
各
お
の
そ
の
才
を
才
と
し
、
各
お
の
そ
の
力
を
力
と
し
て
、
治
世
に
心
服
し
、
他
山
(
の

石
で
)
才
能
を
み
が
く
(
詩
小
雅
)
と
。
こ
れ
が
封
象
と
す
る
事
物
に
因
循
し
、
そ
の
事
物
の
大
成
せ
る
「
於
穆
」
(
中
庸
)
を
程
良
く
具
瞳
化

(
同
)

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
」
。
「
こ
と
し
て
の
全
瞳
性
は
、
生
滅
補
完
化
す
る
個
別
事
象
に
内
在
す
る
以
外
、
そ
の
場
所
を
持
た
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
そ

の
全
瞳
性
も
固
定
的
で
は
あ
り
え
な
い
。
賓
践
主
瞳
に
あ
っ
て
は
、
た
だ
外
的
事
象
に
因
循
し
、
事
象
と
の
闘
係
を
取
り
結
ぶ
そ
の
場
に
お
い

337 

て
、
場
を
成
立
さ
せ
て
い
る
全
睦
性
を
認
取
す
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
因
循
す
る
姿
勢
は
、
呉
磨
賓
が
言
、
っ
「
無
我
」
な
る
態
度
で
も
あ
る
だ

ろ
う
。
た
だ
し
方
大
鎮
は
、
そ
の
態
度
を
、
外
的
事
象
と
の
関
わ
り
と
い
う
丈
服
に
即
し
て
述
べ
よ
う
と
す
る
。
右
の
丈
章
中
、
「
於
穆
」
と
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は
本
睦
に
封
す
る
形
容
句
で
あ
る
。
損
の
卦
に
ち
な
ん
で

『
野
同
録
」
は
解
説
を
加
え
る
。
「
於
穆
な
る
究
極
の
本
瞳
は
、
も
と
よ
り
増
減
を

超
え
て
完
全
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
減
損
も
可
能
で
あ
り
増
盆
も
可
能
で
あ
る
事
象
に
即
し
て
存
在
す
る
。
君
子
は
そ
の
増
減
す
べ
き
も

(ω) 

の
を
明
ら
か
に
し
て
時
と
と
も
に
行
動
す
る
だ
け
だ
」

0

『
葉
地
泡
荘
」
(
総
論
中
五
葉
表
)
所
引
の
「
野
同
確
排
」
も
か
く
語
る
。
高
物
の
然
る

所
以
と
し
て
の
理
は
、
「
性
急
な
議
論
で
は
解
明
し
が
た
い
。
ど
う
し
て
個
別
相
に
即
し
た
議
論
を
妨
げ
よ
う
か
。
理
は
事
物
が
あ
ら
わ
れ
る

時
と
場
所
に
従
っ
て
額
現
し
、
貰
践
主
腿
胞
の
心
に
従
っ
て
認
識
さ
れ
る
。
し
か
し
賓
際
に
は
心
は
理
と
と
も
に
あ
ら
わ
れ
る
。
理
を
認
識
す
る

こ
と
だ
け
が
心
の
あ
ら
わ
れ
を
可
能
に
す
る
。
心
と
は
無
関
係
に
事
物
は
存
在
せ
ず
、
事
物
と
は
無
関
係
に
心
は
存
在
し
な
い
と
の
命
題
は
、

(
臼
)

概
括
的
な
総
論
で
し
か
な
い
。
聖
人
は
人
び
と
と
と
も
に
、
心
の
程
良
い
あ
ら
わ
し
方
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
あ
る
」
o

こ
こ
で
は
「
心
の

外
に
法
な
く
、
法
の
外
に
心
な
し
」
と
の
命
題
の
意
義
と
限
界
性
と
の
讐
方
が
語
ら
れ
る
。
主
客
関
係
の
相
関
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し

そ
の
相
関
性
に
葬
れ
る
だ
け
で
は
、
個
別
事
象
も
賓
践
主
瞳
も
そ
の
責
相
の
把
握
は
畳
束
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
千
愛
寓
化
す
る
外
的
事
象
を
個

別
に
か
つ
的
確
に
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

方
大
鎮
は
、
貰
践
主
瞳
が
そ
の
本
性
を
額
現
さ
せ
る
う
え
で
、
外
的
事
象
へ
の
綿
密
な
観
察
や
分
析
と
い
う
迂
回
路
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

か
つ
て
か
れ
は
、
自
他
主
客
を
超
え
た
「
大
濁
」
の
現
前
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
の
思
想
の
意
圃
は
、
呉
麿
賓
の
「
無
我
」
論
に
通
じ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
野
同
を
名
乗
っ
て
以
降
も
、
意
圃
そ
れ
白
樫
は
動
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
方
大
鎮
は
、
複
雑
怪
奇
な
現
賓
祉
舎
に
身
を
さ

い
わ
ば
不
可
解
な
他
者
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
者
を
全
瞳
秩
序
の
な
か
に

組
み
込
め
な
い
限
り
、
本
性
の
現
前
も
首
然
あ
り
得
な
い
。
か
れ
が
同
人
の
卦
を
思
索
の
基
貼
に
据
え
た
理
由
は
、
そ
う
し
た
自
己
反
省
に
も

ら
し
た
結
果
、
そ
の
「
大
濁
」
の
観
念
性
を
貰
感
し
た
。

と
づ
い
て
い
た
。

み
ず
か
ら
の
思
想
を
紡
い
だ
。
方
大
鎮
の
思
想
的
遺
産
が
如
何
に
受
容
さ
れ
て
い
る
の

お

か
を
一
瞥
し
て
、
こ
の
節
の
ま
と
め
に
代
え
る
。
ま
ず
心
と
事
物
と
の
闘
係
に
つ
い
て
、
か
れ
は

7
心
を
舎
い
て
物
な
し
、
物
を
舎
い
て
心
な

拾

お

ま

か

も

わ

か

し
と
は
、
其
れ
日
固
な
る
の
み
。
十
句
し
雨
聞
の
賓
際
に
明
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
物
、
就
に
我
を
惑
わ
し
、
而
し
て
物
を
析
ち
物
を
掃
う
者

方
孔
招
は
、
父
が
遣
し
た
紋
上
の
思
考
に
基
づ
き
、
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も
又
た
我
を
惑
わ
す
」
と
言
、
つ
(
物
理
小
識
「
総
論
」
)
o

そ
れ
ゆ
え
天
地
の
あ
い
だ
に
生
じ
る
事
象
の
究
明
に
閲
し
て
は
、
「
易
は
是
れ
一
部
の

大
物
理
な
り
。
道
を
以
て
天
地
を
観
れ
ば
、
天
地
も
一
物
な
り
。
天
地
を
以
て
道
を
観
れ
ば
、
道
も
一
物
な
り
。
物
を
以
て
物
を
観
れ
ば
、
又

い

す

く

い

た
安
ん
ぞ
我
を
其
の
聞
に
有
れ
ん
や
。

一
法
、
未
だ
明
ら
か
な
ら
、
ざ
れ
ば
、

一
法
よ
り
惑
い
を
受
く
」
と
論
じ
る
(
園
象
幾
表
巻
七
「
雨
間
質

約
」
)
。
そ
し
て
そ
う
し
た
賓
践
の
最
終
目
的
を
、
「
五
口
れ
嘗
っ
て
日
く
。
各
お
の
生
理
に
安
ん
ぜ
よ
の
聖
論
は
、
日
走
れ
震
に
遁
を
聞
く
の
時
賓

語
な
り
。

一
部
の
全
易
は
高
世
の
著
亀
た
り
て
、
此
の
聖
誌
を
奉
ず
る
の
み
」
と
断
じ
た
の
で
あ
る
(
時
論
巻
十
一
/
五
裏
)
0

お

わ

り

方
大
鎮
が
浸
し
て
三
年
後
の
崇
柏
七
(
一
六
三
四
)
年
八
月
、
桐
城
に
叛
乱
が
琵
生
し
た
。

い
わ
ゆ
る
桐
壁
で
あ
る
。
そ
の
「
乱
首
」
は
勝

人
の
黄
丈
鼎
と
迂
園
華
で
あ
り
、
桐
城
「
世
家
・
鉦
族
」
の
「
子
弟
・
憧
僕
」
に
よ
る
横
逆
が
人
び
と
の
心
に
怨
み
の
種
を
蒔
い
て
い
た
と
い

(
位
)

ぅ
。
事
件
の
顛
末
は
、
吉
尾
寛
氏
が
濁
自
の
史
料
調
査
に
基
づ
き
、
丹
念
に
跡
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
昔
時
帰
郷
し
て
い
た
方
孔
侶
は
、
「
民
心
」

を
得
る
人
物
と
し
て
か
れ
ら
を
懐
柔
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
孫
願
ら
生
員
に
よ
る
叛
乱
掃
討
策
に
も
荷
捨
せ
ざ
る
を
得
ず
、
事
件
は
黄
を

殺
害
し
圧
を
捕
縛
す
る
形
で
一
懸
の
決
着
を
見
た
。
方
孔
畑
は
惟
侃
た
る
思
い
を
抱
く
こ
と
に
な
っ
た
。
方
以
智
の

所
収
)
が
、
か
れ
の
慎
悩
を
書
き
と
め
て
い
る
。
方
孔
畑
は
息
子
に
封
し
、
「
「
善
は
矯
す
べ
か
ら
ず
」
と
は
古
人
も
慨
嘆
し
た
こ
と
。
郷
里
に

『
膝
寓
信
筆
」
(
方
氏
遺
書

居
り
な
が
ら
か
か
る
事
態
に
遭
遇
す
る
と
は
、
な
ん
と
も
不
幸
で
あ
る
。
ど
う
し
て
、
「
公
に
居
る
」
と
い
っ
た
稽
賛
を
求
め
よ
う
な
ど
と
願

お
う
か
」
と
洩
ら
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
の
ち
方
以
智
も
、
南
京
の
同
撃
で
あ
る
張
白
烈
あ
て
の
書
簡
に
、
「
清
白
の
家
、
善
は
篇
す

(ω) 

べ
か
ら
ず
」
と
記
し
た
。

一
方
、
呉
麿
賓
は
、
桐
城
の
郊
外
に
避
難
し
、
「
世
界
は
此
れ
よ
り
太
平
な
ら
ざ
ら
ん
実
」
と
舷
い
た
の
ち
、
南
湾

の
別
荘
に
お
い
て
「
端
坐
し
て
逝
」

っ
た
と
い
、
っ
。

339 

桐
愛
の
衝
撃
は
呉
懸
賓
と
方
孔
沼
と
を
等
し
く
打
ち
の
め
し
た
。
桐
城
枇
舎
に
お
け
る
慣
値
観
の
流
動
化
が
、
か
れ
ら
の
想
定
を
超
え
て

(
は
)

み
ず
か
ら
が
思
い
描
い
た
世
界
の
崩
壊
に
、
自
身
の
終
需
を
重
ね
た
。
一
方
、
方
孔
畑
は
現
賓
世
界
に
踏
み
と

進
行
し
て
い
た
。
呉
麿
賓
は
、
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(
出
)

ど
ま
り
、
そ
の
再
解
稗
へ
と
歩
み
を
進
め
た
。
か
れ
が
三
理
や
三
性
、
質
測
や
通
幾
と
い
っ
た
新
た
な
概
念
を
案
出
し
た
正
確
な
時
期
は
未
詳

で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
個
別
事
象
の
根
擦
や
事
象
相
互
の
闘
連
性
、
釘
象
と
な
る
事
象
と
そ
の
認
識
者
と
の
闘
係
性
を
考
察
す
る
た
め
の
概
念

で
あ
り
、
そ
の
形
成
に
は
、
首
時
中
園
に
惇
播
し
だ
し
て
い
た
西
皐
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
も
さ
れ
る
。
た
だ
し
そ
れ
と
と
も
に
、
叛
乱
の

政
拾
に
手
こ
ず
っ
た
苦
い
経
験
も
、
概
念
形
成
に
お
け
る
原
動
力
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
か
れ
は
こ
の
事
件
を
と
お
し
て
、
事
象

の
全
面
的
な
掌
握
が
至
難
の
業
で
あ
る
こ
と
を
瞳
験
し
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
方
皐
漸
が
そ
の
議
撃
の
援
賄
に
名
づ
け
た
「
崇
賓
」
の
語
に
ち
な
み
、
明
末
に
お
け
る
方
氏
家
皐
の
基
調
を
「
賓
」
の
尊
重
と
概
括

(

山

山

)

す
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
失
首
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
「
賓
」
の
合
意
は
幅
唐
く
奥
深
い
。
方
皐
漸
白
身
、
理
を
「
賓
に
し
て
虚
」
の
よ

う
な
も
の
と
形
容
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
作
矯
的
意
識
の
一
切
を
取
り
掛
っ
た
境
涯
に
現
前
す
る
善
な
い
し
理
は
、
か
れ
に
と
っ
て
確
乎
た

る
責
瞳
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
か
れ
は
、
そ
の
賓
瞳
を
人
ぴ
と
の
員
率
な
感
情
や
欲
望
の
な
か
に
感
得
し
、
人
び
と
の
賓
存
が
全
瞳
秩
序
に
包
揖

さ
れ
る
こ
と
を
、
素
朴
に
信
じ
た
。
だ
が
、
貰
存
と
貰
瞳
と
の
聞
に
は
葛
藤
が
生
じ
か
ね
な
い
。
呉
庭
賓
は
、
そ
う
し
た
矛
盾
を
、
無
我
認
識

の
透
徹
に
よ
り
超
克
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
姿
勢
は
、
寓
暦
末
葉
の
方
大
鎮
に
も
共
有
さ
れ
た
。
呉
庭
賓
は
、
高
物
一
瞳
の
調
和
的
秩
序
の
な

か
に
濁
自
の
個
を
現
前
さ
せ
る
べ
く
、
思
索
を
積
み
重
ね
た
。
そ
し
て
、
自
己
否
定
を
通
じ
た
螺
旋
的
深
化
の
過
程
に
、
個
と
し
て
の
責
存
を

一
方
、
天
啓
期
以
降
の
方
大
鎮
は
、
高
物
一
睡
の
秩
序
を
創
出
す
る
前
提
候
件
と
し
て
、
外
的
事
象
の
精
密
な
分
析

生
か
す
希
望
を
託
し
た
。

と
い
う
迂
回
路
を
設
定
し
た
。
か
れ
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
迂
回
路
を
経
由
す
る
行
矯
そ
れ
白
瞳
が
、
自
己
の
賓
相
を
現
前
さ
せ
る
賓
践
と
し

て
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
、
方
氏
家
皐
の
展
開
は
、
個
と
全
躍
と
の
調
和
的
雨
立
を
目
指
す
思
索
の
深
化
過
程
と
し
て
概
括

し
う
る
。
ま
た
そ
の
聞
に
お
い
て
、
継
承
者
の
嗣
線
が
外
的
事
象
に
注
が
れ
だ
し
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
内
外
を
通
じ
る
理
路
に

つ
い
て
か
れ
ら
が
常
に
意
識
的
で
あ
り
、
そ
の
意
識
が
家
撃
の
深
化
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

十

11 

88 

寸11 



L 

法
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁
一
国
跡
部
中
日
宍
)
日
・
3

E
待

ー「

+エ(
1
)
『
中
園
に
お
け
る
近
代
思
惟
の
挫
折
」
筑
摩
書
房
、

の
序
(
一
九
四
八
年
記
)
に
よ
る
。

(
2
)
「
漢
撃
の
成
立
」
『
東
方
的
学
報
」
京
都
、
六
十
一
、
一
九
八
九
、

二
八
六
頁
。
氏
の
『
中
園
出
版
丈
化
史
|
|
書
物
世
界
と
知
の
風

景
」
名
古
屋
大
皐
出
版
舎
、
二

O
O
二
、
第
十
六
章
「
知
の
ゆ
く

え
」
も
、
こ
の
見
解
を
別
角
度
か
ら
説
く
。

(
3
)

先
駆
的
研
究
で
あ
る
坂
出
鮮
仲
「
方
以
智
の
思
想
|
|
質
測
と
通

幾
を
め
ぐ
っ
て
」
『
中
国
思
想
研
究
|
|
墜
薬
養
生
・
科
挙
思
想
篇
』

関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
(
初
出
一
九
七

O
)
所
枚
、
の
ほ
か
、

と
く
に
小
川
晴
久
「
方
孔
畑
、
方
以
智
の
「
通
幾
」
哲
悶
晶
子
の
二
重
性

|
|
十
七
世
紀
の
'
貨
準
研
究
と
易
準
達
闘
の
一
ケ
ー
ス
」
『
日
本
中

圏
内
学
合
同
報
』
二
十
六
、
一
九
七
回
、
張
、
水
堂
「
方
孔
沼
〔
周
易
時
論

合
編
〕
一
主
目
的
主
要
思
想
」
『
歴
史
皐
報
』
十
二
、
一
九
八
五
、
さ

ら
に
は
朱
伯
昆
『
易
撃
哲
学
史
』
華
夏
出
版
枇
版
第
三
巻
第
四
編
第

八
章
第
五
節
「
方
以
智
輿
《
周
易
時
論
合
編
》
」
、
一
九
九
五
(
伊
東

倫
厚
主
編
誇
注
『
易
事
哲
皐
史
』
日
本
国
易
事
舎
、
二

O
O
四
)
が

参
考
に
な
る
。
方
以
知
日
の
思
想
に
閲
す
る
諸
研
究
は
省
略
に
従
う
。

(
4
)
こ
う
し
た
護
想
そ
れ
白
躍
は
、
前
註
の
張
氏
論
考
が
す
で
に
提
起

さ
れ
る
。

(
5
)
吉
国
公
平
語
注
『
惇
習
録
』
鑑
賞
中
闘
の
古
典
、
角
川
書
府
、
一

九
八
八
、
二
五
九
頁
以
下
。

(
6
)

荒
木
見
悟
『
陽
明
撃
の
位
相
』
研
文
出
版
、
一
九
九
二
、
が
そ
の

代
表
的
論
著
で
あ
る
。
方
向
学
漸
に
関
し
て
は
、
同
書
一
九
五
頁
以
下
。

(
7
)

履
歴
は
主
に
葉
燦
撰
「
行
朕
」
(
方
氏
遺
書
所
収
)
に
よ
る
。

九
七
O 

341 

」

(
8
)

覚
醒
模
験
の
記
事
は
、
高
暦
三
十
八
(
一
六
一

の
引
二
百
を
冠
す
る
性
善
緯
に
載
る
。

(
9
)

龍
渓
の
四
句
数
理
解
が
四
無
説
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
は
、
中
純
夫
「
玉
畿
の
四
無
説
に
つ
い
て
」
『
富
山
大
皐
人

文
皐
部
紀
要
」
二
十
五
、
一
九
九
六
、
に
一
ぶ
さ
れ
る
。

(
日
)
註

(
5
)
吉
国
著
、
参
照
。

(
日
)
「
此
天
機
之
不
得
不
然
者
也
、
不
得
不
然
者
、
侃
乎
遁
、
謄
乎
順
、

遊
乎
自
然
之
塗
、
止
子
賞
然
之
節
、
人
不
得
而
輿
正
局
、
賓
有
之
而
人

不
何
輿
之
、
所
稀
有
若
無
、
賓
若
虚
、
非
乎
」
(
虚
無
論
)

0

(
ロ
)
彰
賓
は
桐
葬
巻
一
に
、
張
要
は
嘉
靖
安
慶
府
志
巻
十
八
「
名
宵

惇
」
の
ほ
か
適
訓
巻
三
「
師
範
」
と
岡
山
菅
十
六
「
賞
血
管
」
に
、
江
鯨

は
同
巻
四
「
交
誼
」
に
紹
介
さ
れ
る
。
超
鋭
は
後
述
。

(
日
)
方
的
学
漸
と
同
年
代
の
童
白
澄
は
張
絡
に
心
酔
し
(
康
照
十
四
年
撰

府
志
巻
十
「
理
的
学
」
)
、
嘉
靖
二
十
三
年
の
進
士
で
あ
る
戴
完
は
、
七

十
九
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
「
家
居
四
十
年
」
と
い
う
期
間
、
張
緒

と
交
流
を
持
っ
た
(
同
前
)
。

(
比
)
何
唐
は
み
ず
か
ら
を
「
聖
門
の
狂
」
と
任
じ
、
趨
鋭
を
「
聖
門
の

絹
」
に
相
首
さ
せ
た
(
遍
訓
巻
十
六
「
賞
出
盟
国
」
)
o

趨
鋭
の
事
蹟
は
週

訓
各
巻
に
散
見
さ
れ
、
思
想
の
一
端
は
荷
薪
義
巻
五
「
答
紹
興
諸
生

良
知
問
」
や
無
関
堂
稿
巻
四
「
伯
兄
恒
巷
先
生
喜
一
吋
一
三
口
」
か
ら
う
か
が

〉える。

(
日
)
桐
城
に
お
け
る
宗
族
結
合
の
研
究
と
し
て
著
名
な
の
は
、
目
Z
ミ

]

切

2
5
p
l
h
b
s
-礼

SN-人

h
N
S
ミ
同
吋
室
内
~
日
立
N白
人
山
匂
定
-
舎
。
¥
叫
JWRWNhl

門学お
h
p
s
h
H
u
h
s
s
R
S
H
b
二
h
s
h
(
U
E
3
h
息詰
b
h
H
H
3
(
U
B

一
)
年
五
月
執
筆

十
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t
H
H
L
m
o
d
E〈
同

)
H
O
印
印
ト
句
、
吋
句
、
で
あ
る
。

(
日
)
超
針
(
字
子
拳
・
鼎
卿
、
競
八
柱
野
人
、
正
徳
七
年
1
隆
慶
三

年
)
は
嘉
靖
二
十
三
年
の
進
士
で
あ
り
、
妻
方
氏
の
父
は
こ
の
時
期

の
「
居
族
宗
長
」
石
山
君
で
あ
る
(
無
関
堂
稿
巻
一
一
一
「
方
舟
陳
帝
人

喜一昨一言」
)

0

そ
の
娘
は
方
夢
腸
の
子
の
太
向
学
生
方
撃
恵
に
嫁
い
だ
。
加
盟
…

間
堂
稿
(
十
七
巻
、
存
日
叢
圭
目
集
部
所
牧
)
が
あ
り
、
そ
の
陽
明
白
晶
子

斑
解
に
関
し
て
は
、
同
省
瓦
「
絵
州
重
惰
陽
明
先
生
書
院
記
」

0

(
刀
)
履
歴
は
無
関
堂
稿
巻
十
七
所
収
の
詩
群
と
康
照
十
四
年
撰
府
志
を

十
「
理
皐
」
。
方
大
鎮
は
か
れ
を
「
後
皐
の
典
型
」
と
讃
え
る
(
荷

薪
義
巻
七
「
贈
趨
先
生
」
)

0

(
国
)
無
甚
高
論
は
第
四
巻
以
降
が
訣
落
し
て
惇
わ
ら
な
い
。
同
書
の
巻

一
・
二
に
は
、
宋
明
諸
儒
、
陽
明
向
学
者
で
は
耳
晴
雄
支
江
か
ら
一
土
抽
出
渓
ま

で
、
越
と
交
友
が
あ
っ
た
羅
、
近
渓
・
焦
弱
侯
の
護
一
百
が
牧
め
ら
れ
る
。

巻
三
は
「
華
巌
論
」
か
ら
の
引
用
に
よ
る
十
地
の
解
説
で
あ
る
。
中
否

首
或
聞
の
第
一
則
に
「
此
編
諸
論
、
首
標
儒
宗
、
次
括
二
氏
」
と
見

え
、
第
四
巻
以
降
も
、
悌
遁
雨
救
の
向
学
説
の
提
示
が
主
で
あ
っ
た
と

想
像
さ
れ
る
。

(
四
)
「
龍
渓
生
日
、
:
:
:
先
師
提
出
良
知
雨
字
、
範
圏
三
敬
之
宗
、
即

性
即
命
、
即
寂
即
感
、
至
虚
而
賞
、
至
無
山
有
」
(
無
甚
高
論
巻
二

/
三
裏
)
と
の
後
二
円
か
ら
の
類
推
。

(
初
)
適
訓
巻
七
「
循
良
」
o

康
照
十
四
年
撰
府
志
者
九
は
「
明
興
り
て

以
来
、
未
だ
有
ら
ざ
る
所
」
と
記
す
。

(
幻
)
嘉
靖
四
十
三
年
赴
任
の
知
豚
陳
子
階
の
力
が
大
き
い
。
無
関
堂
稿

を
六
「
邑
侯
燕
野
陳
先
生
去
思
碑
」
に
そ
の
業
績
が
か
く
ま
と
め
ら

れ
る
。
「
治
吾
桐
也
、
正
民
風
積
康
之
後
、
仕
論
漸
明
之
時
、
・
・

」

里
甲
均
実
、
賦
径
筒
突
、
騨
惇
定
会
、
丁
根
平
会
、
樹
畜
資
金
ん
、
好

堤
築
失
、
庫
役
革
失
、
郷
約
行
実
、
保
甲
最
失
、
向
学
校
興
突
、
此
比
白

可
永
永
行
之
而
無
舶
災
者
也
」
o

遡
訓
巻
七
「
循
良
」
も
「
謂
之
一
候

編
、
歳
一
徴
、
吏
不
援
民
、
首
道
善
其
法
、
:
:
:
至
今
皆
頼
之
」
と

ニ一日、っ。

(
辺
)
遁
訓
巻
九
「
精
敏
」
、
康
照
十
四
年
撰
府
志
巻
九
。

(
お
)
高
暦
三
十
(
一
六
O
二
)
年
の
績
桐
葬
、
同
時
期
の
瀬
一
訓
、
と
編

纂
活
動
は
績
く
。

(
弘
)
骨
回
時
の
「
宗
」
な
い
し
儒
皐
史
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見
悟
「
道
統

論
の
衰
退
と
新
儒
林
停
の
展
開
」
『
明
清
思
想
論
考
」
研
文
出
版
、

一
九
九
二
、
所
収
、
同
「
周
海
門
の
思
想
」
『
明
代
思
想
研
究
』
創

文
枇
、
一
九
七
二
(
初
出
一
九
六
七
)
所
攻
、
吉
岡
公
平
『
陸
象
山

と
王
陽
明
」
研
文
出
版
、
一
九
九

O
、
の
一
一
一
『
朱
子
晩
年
定
論
』

(
初
出
一
九
八
二
。

(
お
)
方
向
学
漸
の
文
集
で
あ
る
桐
川
集
に
つ
い
て
は
、
察
虚
蓋
と
李
明
禁

と
が
刊
刻
し
た
こ
と
を
契
機
に
そ
の
名
が
呉
中
に
知
ら
れ
た
と
さ
れ

る
(
荷
薪
義
巻
三
「
潤
州
昭
語
」
)
。

(
お
)
小
野
和
子
『
明
季
黛
枇
考
』
同
刷
会
口
出
版
、
一
九
九
六
、
二
五
八

頁
以
下
、
参
照
。
焦
潅
園
績
集
中
奇
四
「
桐
川
合
館
記
」
や
駄
荏
集
虫
色

六
「
重
修
陽
明
先
生
桐
堂
碑
記
」
に
も
関
連
の
記
事
が
あ
る
。

(
幻
)
「
是
謂
無
我
之
我
、
此
之
潟
詞
、
果
能
有
加
於
善
之
上
乎
」
o

ほ

か
に
「
宋
儒
之
無
意
、
近
儒
之
無
我
、
語
難
小
髪
、
不
離
無
善
之
案

臼
、
能
不
落
無
乎
、
無
意
無
我
、
婦
之
於
善
、
可
耳
」
(
七
葉
裏
)

0

(
お
)
こ
の
と
お
り
の
表
現
で
は
な
い
が
、
南
軒
集
中
在
十
四
「
孟
子
講
義

序
」
に
振
る
の
だ
ろ
う
。
宋
元
皐
案
巻
五
十
所
引
の
朱
喜
…
「
迷
行
朕

十

11 
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後
」
も
常
該
の
一
段
を
奉
げ
て
、
南
軒
を
許
債
す
る
。
方
向
学
漸
の
見

解
は
以
下
の
と
お
り
。
「
張
敬
夫
日
、
無
所
矯
而
佳
局
者
義
也
、
有
所

矯
山
清
之
者
利
也
、
無
所
第
而
潟
、
非
不
局
也
、
但
無
白
利
之
矯
耳
、

有
意
偽
善
、
意
即
是
悪
、
無
意
潟
善
、
乃
純
於
善
、
難
掲
心
力
以
佐
川

之
、
亦
日
疋
無
所
第
而
潟
也
、
語
善
而
百
七
於
無
所
第
、
円
ハ
名
是
善
、
不

名
無
差
口
」

0

(
鈎
)
「
桐
川
曾
館
至
善
堂
記
」
康
問
…
六
卜
年
撰
府
志
巻
二
十
六
「
碑
記

上
」
所
収
。

(
鈎
)
「
未
燭
不
先
額
象
、
銃
燭
不
後
向
田
影
、
其
影
北
(
象
、
各
各
分
別
、

各
各
不
分
別
、
性
健
如
是
、
天
地
古
今
民
物
鬼
一
利
之
故
、
此
身
一
切

仕
止
久
遠
之
故
、
戎
往
或
来
於
吾
性
中
、
皆
潟
慮
中
恋
、
亦
若
鏡
中
所

現
影
像
、
不
逃
主
(
照
、
亦
不
碍
其
虚
、
心
融
理
、
理
融
事
、
粗
細
笠

遣
、
有
無
並
忘
、
即
先
幾
抽
出
謀
(
易
繋
辞
下
)
不
潟
意
、
干
高
人
吾

往
(
孟
子
公
孫
丑
上
)
不
信
周
必
、
確
乎
其
不
可
抜
(
易
乾
初
九
)
不

矯
同
、
中
立
而
不
傍
(
中
庸
)
不
矯
我
」
(
巻
五
「
矢
口
桐
川
枇
友
、

意
必
固
我
、
遁
莫
問
」
)

0

(
出
)
「
張
南
軒
先
生
日
、
無
所
佐
川
而
矯
之
、
心
義
也
、
有
所
潟
而
矯
之
、

難
義
亦
利
也
、
先
君
子
立
救
桐
川
、
調
掲
性
善
之
宗
、
所
云
性
善
者
、

無
所
第
而
局
、
大
皐
之
至
羊
-
ぺ
孟
子
之
良
知
、
皆
此
指
也
」
(
巻
三

「
白
鹿
洞
悟
語
」
)

0

巻
六
「
輿
呉
公
良
論
間
然
」
参
照
。

(
ロ
)
こ
の
年
、
林
兆
恩
に
師
事
し
た
ほ
か
、
惑
山
徳
清
の
門
に
も
入
る
。

(
お
)
蔦
暦
四
十
一
年
頃
、
呉
慮
賓
か
ら
或
る
「
近
刻
」
を
贈
呈
さ
れ
た

哀
中
這
は
、
そ
の
書
物
を
「
龍
渓
・
近
渓
の
脈
に
直
接
す
」
と
許
債

す
る
(
珂
雲
斎
集
中
在
二
十
瓦
「
寄
呉
観
我
太
史
」
)

0

(
但
)
以
下
、
呉
麿
賓
の
論
述
覗
角
に
従
っ
て
分
析
を
進
め
る
。
か
れ
は

343 

」

遮
志
篇
に
各
篇
の
梗
概
を
記
し
、
印
刷
来
事
百
篇
の
趣
旨
を
ま
と
め
た
文
章

に
お
い
て
か
く
言
、
っ
。
「
犬
知
無
知
之
知
而
致
以
不
慮
之
慮
、
養
気

以
成
立
(
能
、
孝
慈
以
鴻
其
徳
、
知
人
以
妙
其
施
、
而
性
之
一
善
至
、

善
可
得
而
止
失
」
(
巻
下
五
八
表
)
。

(
お
)
「
無
我
者
無
始
之
性
、
至
善
之
腫
相
也
、
赤
子
之
心
不
興
也
、
有

我
者
無
始
之
脅
、
不
善
之
依
止
也
、
物
交
之
引
不
輿
也
、
観
其
無
我

以
去
有
我
者
、
復
性
之
習
、
一
善
之
奉
拳
也
、
歩
趨
之
皐
不
輿
也
、

忘
其
有
我
併
忘
其
無
我
者
、
合
性
之
習
、
止
善
之
安
安
也
、
忠
恕
之

這
不
奥
也
」
(
巻
L
L
八
裏
)

0

(
お
)
「
故
吾
一
調
生
而
善
者
性
、
彼
亦
謂
生
而
悪
者
性
、
惟
原
其
初
之
無

我
、
然
後
知
善
之
潟
順
性
、
忠
之
潟
挽
性
也
、
而
性
善
之
説
伸
失
、

吾
謂
習
於
悪
者
非
性
、
彼
亦
謂
習
於
善
者
非
性
、
惟
要
其
蹄
於
無
我
、

然
後
知
至
善
之
局
室
性
、
窮
忠
之
潟
賊
性
也
、
而
潟
善
之
説
伸
失
、

何
則
天
下
之
悪
難
甚
微
細
、
未
有
不
生
於
盆
我
者
也
、
損
其
盆
我
之

我
而
悪
之
端
組
失
、
天
下
之
善
雄
甚
微
細
、
未
有
不
生
於
損
我
者
也
、

乗
損
其
損
我
之
我
、
而
善
之
鑓
完
失
」
(
同
九
表
)

0

(
訂
)
「
先
目
覚
之
於
後
資
也
、
後
目
覚
之
於
不
覚
也
、
性
一
而
己
、
然
人
不

能
比
白
血
覚
、
而
覚
不
能
皆
先
者
、
何
也
、
習
障
之
也
、
習
之
障
性
者
我

也
、
明
世
田
依
於
性
、
性
無
我
而
習
何
以
有
我
也
、
則
以
性
之
無
我
而
不

住
於
無
我
也
、
無
我
而
不
住
於
無
我
者
、
性
之
妙
也
、
不
住
於
無
我

一
向
因
以
有
我
者
、
習
之
流
也
、
性
非
先
也
、
習
非
後
也
、
印
性
之
妙
、

成
習
之
流
、
即
習
之
流
、
障
性
之
妙
、
於
日
疋
乎
無
始
之
性
向
ハ
無
始
之

習
、
薫
蒸
愛
化
、
摩
壷
推
遷
、
相
導
相
承
、
恒
一
恒
二
、
而
性
之
迷

悟
、
資
之
先
後
係
鴬
」
(
同
十
表
)

0

(
お
)
「
故
性
也
者
、
天
地
之
所
不
能
範
囲
、
古
今
之
所
不
能
蒋
徒
、
愚
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智
之
所
不
能
損
盆
者
也
、
心
也
者
、
能
保
合
天
地
於
一
腔
、
能
含
吐

古
今
於
一
息
、
能
問
問
先
化
愚
智
於
一
念
者
也
」
(
同
十
二
裏
)

(
ぬ
)
「
心
知
有
在
刷
有
不
在
、
不
合
於
性
知
則
不
一
刷
、
性
知
無
在
而
無

不
在
、
不
寄
於
心
知
則
不
形
、
察
心
知
之
所
以
一
剛
、
耐
性
知
之
龍
可

得
出
致
其
出
回
大
失
、
観
性
知
之
所
以
形
、
而
心
知
之
用
可
得
而
致
其

妙
明
失
、
故
主
口
致
知
者
、
以
其
所
慮
照
其
所
不
慮
」
(
同
十
九
表
)

0

(ω)
「
故
性
知
之
於
物
也
、
無
偏
而
無
乎
不
編
、
無
韓
而
無
乎
不
韓
者

也
」
(
同
二
六
裏
)
。

(
剖
)
「
是
之
謂
以
不
慮
慮
而
慮
其
所
不
慮
、
以
不
慮
慮
、
則
不
逐
於
物

之
高
、
慮
其
所
不
慮
、
則
漸
返
於
性
之
一
、
性
之
一
得
而
心
之
一
得

失
、
心
之
一
得
而
天
地
人
物
之
一
得
失
、
何
一
一
然
後
能
忘
一
、
忘
一

然
後
能
用
一
、
至
於
用
一
、
則
耳
目
口
鼻
皆
可
致
性
之
全
能
、
而
撃

色
臭
味
皆
可
成
性
之
霊
愛
」
(
同
二
八
表
)

0

(
必
)
「
気
有
方
所
耐
性
無
方
所
也
、
気
有
差
別
而
性
無
差
別
也
、
気
有

往
来
而
性
無
往
来
也
、
:
・
:
性
也
気
也
、
一
而
二
、
二
而
一
者
也
、

御
気
者
不
求
於
性
、
日
疋
鏡
無
光
而
可
以
照
也
、
養
性
者
不
求
於
気
、

是
烏
無
翼
而
可
以
飛
也
」
(
同
三
八
表
)

0

(
必
)
「
有
事
之
養
、
寓
言
於
大
易
、
帽
子
言
於
孔
子
、
而
微
一
三
一
円
於
孟
子
者

也
、
至
於
集
義
之
養
、
而
聖
賢
之
言
之
也
、
不
一
宮
数
数
然
失
、
-

有
事
者
養
気
以
持
志
、
知
之
者
可
使
之
由
、
而
不
知
者
不
可
使
之
由

也
、
知
而
白
者
矯
之
而
無
斗
潟
、
:
:
:
故
聖
人
之
言
之
者
、
待
其
知

之
之
人
也
、
其
不
恒
言
之
者
、
難
其
知
之
之
人
也
、
知
一
三
一
円
者
知
性
者

也
、
養
気
者
知
易
者
也
、
此
雨
知
者
、
聖
人
之
所
以
貸
天
下
而
不
敢

以
強
天
下
也
」
(
同
四
八
裏
)

0

(
必
)
「
聖
人
之
需
輿
衆
人
向
、
而
慕
興
衆
人
異
者
、
何
也
、
知
身
非
我

」

之
身
而
親
之
身
也
、
身
非
濁
親
之
身
耐
天
下
之
身
也
、
以
身
震
親
之

身
、
故
其
慕
親
也
、
不
以
温
飽
、
而
孝
不
衰
於
妻
子
、
以
身
潟
天
下

之
身
、
故
其
慕
君
也
、
不
以
富
貴
、
川
慈
必
覆
乎
蒼
生
、
:
:
:
夫
尭

舜
之
孝
弟
、
山
豆
有
加
於
該
提
之
孝
弟
也
哉
、
有
我
奥
無
我
之
聞
耳
、

執
該
提
之
我
、
而
父
母
之
慕
所
以
屡
濯
、
去
該
提
之
我
、
而
愛
敬
之

良
所
以
四
達
」
(
同
瓦
二
裏
)

0

(
お
)
「
法
嘉
舜
者
、
亦
在
乎
習
之
而
己
失
、
故
漉
掃
麿
封
、
徐
行
後
長
、

所
以
加
世
田
其
性
於
卑
我
、
而
契
矩
慣
濁
、
金
口
己
従
人
、
所
以
習
其
性
於

無
我
也
、
習
其
卑
我
者
、
以
至
於
熟
、
而
孝
弟
之
袋
、
手
舞
足
路
而

不
知
、
羽
白
其
無
投
者
、
以
至
於
忘
、
耐
孝
弟
之
徳
、
配
天
極
地
山
無

外
」
(
同
五
二
一
表
)

0

(
必
)
「
是
非
之
情
、
高
之
又
高
、
而
畢
形
於
吾
知
之
一
、
是
非
之
知
、

一
無
其
一
、
一
山
不
治
於
天
下
之
高
、
寄
吾
之
知
於
天
下
之
是
非
、
而

知
之
健
不
可
得
、
裁
吾
之
知
於
天
下
之
是
非
、
而
知
之
用
不
可
窮
、

故
駐
子
之
言
無
是
非
也
、
以
其
無
我
也
、
荘
子
之
言
因
是
非
也
、
亦

以
其
無
我
也
」
(
岩
下
七
裏
)

0

(
U
)

「
其
無
是
非
、
而
能
肉
天
下
之
是
非
也
、
其
肉
是
非
、
而
能
韓
天

下
之
是
非
也
、
其
韓
是
非
、
而
能
城
天
下
之
是
非
也
、
故
聖
人
之
用
、

莫
大
乎
知
人
、
而
聖
人
之
知
、
莫
一
刑
乎
無
我
、
:
:
:
明
鏡
無
我
以
照

蔦
象
之
矧
娘
、
而
所
照
者
非
照
、
聖
人
無
我
以
知
蔦
心
之
是
非
、
而

所
知
者
即
知
、
所
照
者
非
照
、
故
照
生
於
偶
、
偶
窮
而
照
亦
窮
、
所

知
者
郎
知
、
故
知
合
於
濁
、
濁
偏
而
知
亦
偏
」
(
同
十
八
表
)
。

(
必
)
「
:
:
:
一
非
定
一
也
、
可
以
衆
之
一
成
我
之
濁
一
、
亦
可
以
我
之

一
随
衆
之
各
一
者
也
、
衆
燈
之
慮
一
室
也
、
其
先
有
以
興
予
、
無
以

旦
ハ
乎
、
此
聖
哲
之
所
不
能
緋
也
、
傍
立
而
脱
其
影
、
則
一
燈
一
影
也
、
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衆
燈
衆
影
也
、
然
後
知
其
光
之
不
偏
而
無
壊
、
交
偏
山
無
雑
也
、
故

以
我
之
一
一
偏
掻
夫
天
地
人
物
先
覚
後
覚
之
一
、
而
一
無
ム
円
相
也
、
以

我
之
一
偏
入
於
天
地
人
物
先
覚
後
覚
之
一
、
而
一
無
分
相
也
、
此
性

之
所
以
震
大
、
耐
心
之
所
以
佐
川
神
也
」
(
中
右
上
十
三
表
)
。

(
羽
)
鴻
恭
定
金
書
巻
一
一
一
「
聞
斯
録
」
に
書
院
で
の
三
者
の
議
論
が
牧
録

さ
れ
る
。
躍
的
都
雨
者
の
思
想
と
書
院
に
闘
し
て
は
、
柴
出
篤
「
病
少

嘘
|
|
明
末
一
士
人
の
生
涯
と
思
想
|
|
」
『
哲
準
年
報
」
一
一
一
十
八
、

一
九
七
九
、
同
「
首
善
書
院
の
光
と
陰
」
同
四
十
九
、
一
九
九
O
、

荒
木
龍
太
郎
「
明
儒
郡
南
皐
の
思
想
|
|
頓
悟
漸
修
論
を
中
心
に
し

て
|
|
」
『
荒
木
救
授
退
休
記
念
中
岡
哲
肇
史
研
究
論
集
』
葦
書
房
、

一
九
八
一
、
所
牧
。

(
叩
)
註

(
3
)
所
掲
の
朱
氏
著
お
よ
び
伊
東
氏
詳
注
、
参
照
。
時
論
は
、

存
目
叢
書
経
部
お
よ
び
績
修
四
庫
全
書
に
周
易
時
論
合
編
園
象
幾
表

八
巻
・
周
易
時
論
合
編
十
瓦
巻
と
し
て
牧
録
さ
れ
る
。

(
日
)
「
乾
坤
交
後
、
同
有
始
肘
離
明
、
天
道
用
子
人
道
也
」
(
時
論
巻

二
/
八
二
裏
)

0

(
臼
)
「
同
人
類
排
出
順
其
骨
固
有
之
逼
揚
、
則
大
有
突
、
知
否
泰
後
之
同

人
大
有
、
印
剥
復
之
元
妄
大
畜
乎
、
何
容
更
ナ
大
有
之
外
、
駕
言
無

哉
」
(
同
前
九
十
表
)

0

(
日
)
「
太
虚
之
桂
、
莫
非
明
也
、
不
麗
形
気
、
則
明
元
所
設
越
、
:
:

故
習
攻
以
殺
事
而
明
、
継
明
以
一
鹿
正
策
本
、
然
好
善
悪
志
正
会
、
而

以
便
己
向
情
、
移
其
好
悪
、
則
未
矯
正
也
、
反
嗣
牧
聴
正
失
、
而
慶

事
物
以
伎
混
沌
、
則
凌
蔑
帝
王
以
騎
言
性
命
、
更
一
小
正
失
、
故
明
子

内
、
而
不
明
子
外
、
明
子
線
、
而
不
明
子
別
、
明
子
元
内
元
外
之
一
、

而
不
明
子
内
内
外
外
之
二
印
一
、
明
子
不
用
制
用
、
用
即
不
用
実
、

345 

」

出
不
明
子
用
邸
不
用
之
不
可
以
訓
、
皆
非
重
明
也
、
非
苛
刻
名
法
而

不
知
張
弛
、
則
洗
洋
執
一
而
惇
子

H
用
、
何
能
化
成
天
下
乎
」
(
同

巻
四
/
七
七
裏
)

0

(
日
)
註
(
臼
)
参
照
。

(
日
)
「
自
元
生
有
、
動
而
妄
会
、
執
不
動
、
執
元
有
者
、
亦
妄
也
、
疾

生
疾
滅
、
災
米
災
週
、
終
不
兎
生
目
、
惟
皐
乃
能
正
行
元
昔
、
故
受
大

畜
」
(
時
論
巻
四
/
三
二
表
)

0

(
日
)
「
聖
人
知
撃
空
之
弊
、
百
倍
子
拘
循
之
弊
、
故
身
居
其
次
、
裁
竿

子
雅
、
日
疋
員
悟
也
、
根
本
易
得
、
差
別
難
窮
、
担
副
知
由
己
、
又
明
蔦

法
、
一
法
未
明
、
即
第
一
法
所
惑
・
・
・
、
知
即
元
知
之
健
、
原
不
憂

其
扶
少
、
量
必
致
事
物
之
嘗
然
、
廃
日
星
之
紀
度
、
以
鋼
洪
荒
哉
」

(
同
前
三
六
裏
)
。

(
日
)
「
撃
問
至
此
、
得
忘
其
符
、
而
並
忘
其
元
所
得
、
随
行
而
骨
是
失
、

:
:
:
各
才
其
才
、
各
食
其
食
、
使
之
馳
駆
、
使
之
鼓
舞
、
浴
乎
風
子
、

飛
乎
躍
乎
、
依
然
捌
迷
、
依
然
絃
歌
、
:
:
:
以
畜
其
徳
耐
己
失
」

(
同
前
回
二
表
)

0

(
日
)
「
各
安
生
腰
、
即
是
雨
忘
、
張
弛
用
中
、
印
是
絶
待
」
(
同
前
八

四
裏
)

0

(
印
)
「
蔦
即
一
也
、
必
日
一
統
高
、
必
日
一
不
佳
一
、
必
口
就
在
高
之

一
以
理
其
蔦
者
、
何
也
、
先
天
後
天
、
止
有
一
用
、
用
必
不
離
事
物
、

:
:
・
君
子
観
此
象
口
、
各
形
其
形
、
各
撃
其
撃
、
各
才
其
才
、
各
力

其
力
、
統
治
相
服
、
他
山
攻
玉
、
是
凶
物
而
善
用
其
物
之
大
成
於
穆

也
」
(
同
巻
十
三
/
三
七
表
)

0

(
削
)
「
於
穆
之
至
健
、
本
元
増
減
、
即
在
此
可
減
損
可
増
益
之
用
中
、

君
子
明
其
蛍
損
嘗
盆
者
、
血
(
時
倍
行
川
巳
」
(
同
巻
六
/
二
表
)

0
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(
日
)
「
混
閥
一
気
、
而
所
以
然
之
理
在
其
中
号
、
急
円
難
明
、
何
妨
質

論
、
理
因
事
物
時
位
而
額
、
因
心
而
知
、
其
賓
心
血
ハ
理
来
、
知
則
能

用
、
心
外
無
法
、
法
外
無
心
、
此
冒
線
也
、
聖
人
奥
民
明
其
善
用
而

巳」。

(
位
)
吉
尾
寛
「
山
戸
市
顧
七
年
・
安
慶
府
桐
城
市
脚
に
お
け
る
「
桐
婆
」
」
小

野
和
子
編
『
明
末
清
初
の
一
吐
舎
と
文
化
」
京
都
大
学
人
文
科
向
学
研
究

所
、
一
九
九
六
、
所
収
。

(
臼
)
稽
士
円
堂
文
集
(
方
氏
遺
書
所
牧
)
巻
二
「
又
寄
爾
公
書
」
o

方
子

流
寓
草
(
四
庫
禁
般
書
叢
刊
所
収
)
巻
五
所
牧
の
詩
「
桐
愛
」
「
思

望
」
「
乱
定
」
「
鰐
怨
」
に
も
、
方
氏
父
子
の
苦
悶
す
る
姿
が
詠
ま
れ

る。

(
似
)
薬
地
泡
荘
巻
四
外
篇
肢
箆
第
十
が
引
用
す
る
呉
懸
賓
の
荘
子
注
に

記
さ
れ
た
「
名
教
は
即
ち
自
然
な
り
」
と
の
一
句
は
、
印
象
深
い
。

こ
の
認
識
は
同
書
所
牧
の
方
大
鎮
語
に
も
う
か
が
え
る
が
、
そ
れ
ら

の
検
討
に
は
別
稿
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
出
)
一
一
一
理
と
は
宰
理
・
至
理
(
統
理
)
・
物
理
、
一
一
一
性
と
は
公
性
・
濁

性
・
習
性
を
ニ
一
日
う
。
時
論
巻
十
三
/
三
裏
の
潜
老
夫
語
ゃ
、
方
以
知
日

の
青
原
志
略
巻
三
に
載
る
「
仁
樹
模
別
録
」
。
三
性
の
愛
想
は
方
大

鎮
に
そ
の
萌
芽
が
見
え
る
。
「
易
意
日
、
公
性
寓
子
濁
性
、
而
人
不

能
知
其
始
也
」
(
時
論
巻
二
/
二
一
裏
)
、
「
野
同
銀
目
、
水
火
共
一

太
極
之
公
性
、
而
炎
潤
各
一
其
性
、
韓
具
同
別
、
而
用
中
更
且
ハ
同
別

定
」
(
同
容
八
/
七
九
裏
)
。
物
理
小
識
者
首
所
引
「
野
同
銀
」
、
参

照
。
方
以
智
の
物
理
小
識
は
、
四
庫
提
要
巻
一
一
一
一
一
も
言
及
す
る
と

お
り
通
雅
の
姉
妹
編
で
あ
る
。
か
れ
は
そ
の
自
序
を
崇
椋
十
六
年
に

執
筆
し
た
。
そ
こ
に
も
通
幾
と
質
測
の
語
が
使
用
さ
れ
、
さ
ら
に
同

書
の
総
論
に
は
「
甚
会
、
物
理
差
別
之
難
窮
也
、
:
:
:
雨
間
皆
薬
也
、

皆
物
也
、
皆
理
也
」
と
記
さ
れ
る
。

(
侃
)
註

(
3
)
所
掲
の
張
氏
論
孜
や
朱
氏
著
に
見
え
る
概
括
。
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tax in warehouses on the waterways was extended from the first day of the

eleventh month of the year of the harvest to first month of the next year, and

time limit for the period of shipment was extended from the 15th day of the

second month to the period prior to the rainy season. Gyeongguk Daejeon only

records the term limit of payment in warehouses on the waterways.

The payment of the rice-field tax from Gyeongsang-do was fundamentally

conducted via waterway transport, but the rice-field tax from a portion or the

entire territory was transported for payment in a special manner, being shipped by

land and stored in the Gyeongwon-chang ~?mt~ in Chungju ,'iEJ-.1+I (in the Gaheung

chang 1lJ~~ after 1466), and from there via the Han-gang River ?:lrI.
Moreover, as regards the time limit in the Gaheung-chang, regulations were

established that varied from those that applied to other warehouses on the

waterways. In other words, prior to 1474 payment had to be made by the 12th

month of the year of harvest, but thereafter, until 1488, the time limit was

extended to the second month of the following year.

As regards the counties in Gyeonggi *~ and some of the counties in

Gangwon-do that paid their rice-field tax directly to capital warehouses *~, all

taxes fli~ and tributes Jt~m had to be paid by the sixth month of the next year

according to regulations of Gyeongguk Daejeon, and this rule was generally applied.

This regulation was put into effect by 1460, and it appears that there existed

within this broad framework regulations that were applied only to the direct

deposit of the tax in capital warehouses. Regarding the payment of the rice-field

tax by various counties in Gyeonggi at least in 1432, it is certain that there were

regulations that stipulated the term to be from the 15th day of the tenth month

until the 15th day of the twelfth month of the year of the harvest.

THE SCHOLARLY TRADITION OF FANG CLAN IN TONGCHENG

tlPJ~ AND ITS CONTINUATION IN THE LATE MING

MIURA Shuichi

In Wanli 25 (1597), Fang Xuejian 7J~~!WT, then 58 years old, became

convinced that the theory that there was no distinction between good and evil

~~~®s}t was mistaken. Then he attempted to fashion an order that could be

applied to the changing society of Tongcheng, which had been transformed since

the beginning of the Wanli era. Regarding good ~ and pattern :ElI! as the
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substantial essence, he demonstrated, on the one hand, concrete examples of

good to the people of Tongcheng, and, on the other hand, deepened his belief that

good and pattern transcended any fixed definition. Furthermore, he had scholarly

exchanges with the members of the Donglin School **tiJR, and he had

recognized the existence of human as good. However, his recognition did not

extend past a rudimentary level. After Feng Xuejian died in Wanli 43, his son

Feng Dazhen JJ*~i and Dazhen's friend Wu Yingbin *JJ!~ constructed a body

of thought, built from where Xuejian had thought left off. Wu Yingbin was also the

father of the wife of Fang Kongzhao JJ::FL1:B, the heir of Dazhen. Wu Yingbin

authored Zong yisheng lun *~~~~ and therein thoroughly argued the concept of

egolessness ~~ and considered the uniqueness of the individual things that

comprise the organic unity of all things M~m~tl. According to Wu, the real state

of an individual thing is manifest after increasingly profound levels of self-denial.

After the Tianqi era, Feng Dazhen revised his thought on the basis of his

interpretation of the hexagram of the fellowship with a person rPJ A!r in Yi jingo

While aim of his philosophy continued to be based on that of the Wanli era, he

arrived at a new understanding that the real state of an individual thing could be

apprehended through the path of precise analysis of external phenomena. This

perspective differed from that of Feng Xuejian and Wu Yingbin in that it was

focused on external phenomena. However, for him the act of following this path

itself was nothing other than the actualizing the real state of an individual thing. In

this sense, his understanding of the simultaneous interrelationship of the internal

and the external was completed. The thought of Feng Kongzhao and his eldest

son, Feng Yizhi JJm~ was formed by an even more precise consideration of the

thought of the Feng clan of scholars.

THE RELATIONSHIP BETWEEN THE SHIFTING OF FUNDS AND

EXAMINATION OF ADMINISTRATIVE RESULTS UNDER

THE BUREAUCRATIC SYSTEM OF THE QING

ONO Tatsuya

The examination of administrative results, kaocheng ~JVG, was strengthened

during the Qing dynasty, and the duty to collect tax not only for the current year

but also the uncollected portion of the previous year's tax revenue was imposed

on local districts, and thus tended to create a greater burden on the district
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